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安
全
で
快
適
な
ま
ち
に

【
都
市
基
盤
と
住
環
境
の
整
備
】

●
総
合
的
な
市
街
地
形
成
を

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
１３
年
度

に
完
了
し
た
横
落
郷
前
地
区
を
含
め
、
６

地
区
の
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
整

備
中
の
大
草
山
添
地
区
も
、
１４
年
度
の
完

了
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

野
場
地
区
を
始
め
新
規
候
補
地
区
に
対

し
て
は
、
引
き
続
き
総
合
的
な
市
街
地
形

成
お
よ
び
良
好
な
住
環
境
に
寄
与
す
る
た

め
、
技
術
的
な
援
助
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
駅
前
地
区
の
事
業
化
に
向
け
て

町
の
顔
で
あ
り
、
玄
関
口
で
も
あ
る
幸

田
駅
前
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
整
備

と
商
業
活
性
化
の
一
体
的
推
進
を
目
指
す

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
事
業
化
に
向
け
て
調
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

最
重
点
事
業
で
あ
る
相
見
地
区
に
つ
い

て
は
、平
成
１３
年
度
に
仮
換
地
を
指
定
し
、

本
年
度
か
ら
本
格
的
に
工
事
着
手
を
目
指

し
ま
す
。
今
後
も
新
駅
を
拠
点
と
し
た
町

政
の
発
展
の
た
め
に
、
一
層
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

●
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

町
民
の
生
活
に
最
も
関
連
す
る
道
路
整

備
な
ど
の
社
会
資
本
の
充
実
は
、
幸
田
町

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
円
滑
な
都
市
活
動
が
で
き
る
よ
う
交

通
体
系
の
充
実
と
施
設
整
備
を
図
り
、
人

に
や
さ
し
い
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
は
、
岩
堀
線
の
用
地
買

収
を
は
じ
め
、
名
豊
道
路
の
建
設
工
事
が

本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
芦

谷
線
・
道
の
駅
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
の
町
道
は
、
住
民
に
密

着
し
た
生
活
道
路
で
す
。
良
好
な
生
活
環

境
を
築
く
た
め
に
も
、
舗
装
お
よ
び
側
溝

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の
町
道
は
、
農
村

振
興
総
合
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
都

市
と
農
村
の
交
流
促
進
の
た
め
の
条
件
整

備
を
、
総
合
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
お
い
し
い
水
を

上
水
道
事
業
は
、
町
民
の
快
適
な
生
活

施
策
施
策
の
方
針
方
針
 

施
策
の
方
針
 幸田町長

近藤徳光

●特集● 平成14年度　施政方針と予算

会 計 区 分 本年度予算額 前年度予算額 伸び率 

一 般 会 計 

●平成14年度 当初予算 

10，841，200 11，042，800 －1.8％ 

227，827 264，691 －13.9％ 土 地 取 得 会 計 

1，856，196 1，927，580 －3.7％ 国 民 健康保険会計 

2，060，963 2，046，545 0.7％ 老 人 保 健 会 計 

859，716 767，111 12.1％ 介 護 保 険 会 計 

11，778 11，928 －1.3％ 通所介護サービス会計 

572，615 443，901 29.0％ 農業集落排水事業会計 

特

別

会

計 

1，030，046 1，105，437 －6.8％ 下 水 道 事 業 会 計 

企業 
会計 

水道事業 
会　　計 

702，252 693，679 1.2％ 収益的収支 

304，388 180，568 68.6％ 資本的収支 

合　　　　　　計 18，466，981 18，484，240 －0.1％ 

（単位：千円） 
　
幸
田
町
は
こ
れ
ま
で
着
実
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、長
引
く
不
況
に
よ
る
経
済
・
財
政
へ
の
影
響
は

深
刻
な
も
の
が
あ
り
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
平
成
１４
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
行
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源

を
将
来
の
指
針
で
あ
る
総
合
計
画
を
基
本
に
、
住
民
対

話
集
会
な
ど
こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
を
極
力
取
り
入
れ
な
が

ら
、
安
全
、
安
心
に
留
意
し
、
有
効
に
活
用
す
べ
く
予

算
化
に
努
め
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
・ 

・
・ 
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や
産
業
活
動
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
低
廉
か
つ
安
全
で
お
い

し
い
水
」
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

企
業
経
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
は
、
建
設
改
良
事
業
で
第
１
次
拡

張
事
業
を
は
じ
め
、
相
見
土
地
区
画
整
理

関
連
、
菱
池
保
育
園
移
転
改
築
関
連
な
ど

の
配
水
管
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
下
水
道
接
続
率
の
向
上
を

環
境
保
全
と
良
好
な
住
環
境
を
確
保
す

る
う
え
で
強
く
望
ま
れ
て
い
る
下
水
道
の

整
備
は
、本
町
の
最
重
点
施
策
の
一
つ
で
す
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
事
業
認
可

拡
大
区
域
の
相
見
処
理
分
区
で
、
本
年
度

か
ら
区
画
整
理
事
業
が
本
格
実
施
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
区
画
整
理
事
業
に
併
わ

せ
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。
中
部
処
理
分

区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
概
ね
完
了
し
て

き
ま
し
た
の
で
、
宅
内
接
続
の
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、
未
供
用
区
域
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
処
理
区

域
の
拡
大
に
伴
い
、
処
理
場
の
計
画
的
整

備
が
行
わ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
南
部
処
理
分
区
で
は
、

周
辺
集
落
の
事
業
認
可
拡
大
区
域
の
整
備

に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
現
在
１２
地
区

が
完
了
し
、
残
す
と
こ
ろ
上
六
栗
地
区
の

み
の
整
備
と
な
り
ま
し
た
。
処
理
場
用
地

購
入
も
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
平
成
１６
年

度
供
用
開
始
を
目
指
し
、
本
年
度
は
、
処

理
場
下
部
工
の
建
設
、
管
路
工
事
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
供
用
開
始
地
区
の
１２
地
区

に
つ
い
て
は
、
宅
内
接
続
の
啓
発
を
積
極

的
に
行
い
、
接
続
率
向
上
に
努
め
、
処
理

場
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
、
経
費
節
減

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中
小
河
川
お
よ
び
農
業
用
水
の
水
質
保

全
や
生
活
水
準
の
向
上
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

●
身
近
な
憩
い
の
場
と
し
て

緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
は
、
親
し
み
や
す
く
自
然
と

遊
べ
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
と
再
編
が
必

要
で
す
。

そ
こ
で
、
幸
田
中
央
公
園
を
、
住
民
の

身
近
な
憩
い
の
場
と
し
て
、
安
全
で
気
軽

に
遊
べ
る
公
園
・
緑
地
と
し
て
の
総
合
的

な
公
園
要
件
を
備
え
つ
つ
、
防
災
公
園
と

し
て
の
位
置
付
け
を
持
た
せ
な
が
ら
、
計

画
的
な
整
備
・
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

情
報
基
盤
の
整
備
を

高
度
情
報
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
住
民
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
小
中
学
校
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

な
ど
の
事
業
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
全
町
に
張
り
巡
ら
せ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル
網
を
情
報
通
信
基
盤
の

中
核
と
位
置
付
け
、
行
政
情
報
の
提
供
な

ど
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

総務費 
10.6％ 

諸収諸収入 3.0％ 

消防費 
　4.7％ 

県支出金 3.9
％ 

国庫支出金 3.5％ 

教育費 
15.0％ 

公債費 
11.2％ 

平成14年度当初予算の一般会計は 
108億4，120万円 
重点的かつ効率的な財源配分 

衛生費 
8.7％ 

農林水産業費 
7.7％ 

歳入 

民生費　23.2％ 

町税　67.9％ 

繰入
金 4

.2％
 

県支出金 3.9
％ 

国庫支出金 3.5％ 

諸収入 3.0％ 

土木費　15.1％ 

教育費 
15.0％ 

公債費 
11.2％ 

総務費 
10.6％ 

消防費 
　4.7％ 

議会費 1.4％ 
商工費 1.4％ 
諸支出金 0.5％ 

災害復旧費 0.0％ 
町債 1.6％ 

分担金及び負担金 1.7％ 
地方特例交付金 2.3％ 
使用料及び手数料 2.5％ 

繰越金 2.8％ 

地方消費税 
交付金2.8％ 

予備費 0.2％ 

寄附金 0.0％ 
交通安全対策特別交付金 0.0％ 
財産収入 0.1％ 
ゴルフ場利用税交付金 0.2％ 

自動車取得税交付金 1.4％ 
地方譲与税 1.1％ 
利子割交付金 0.5％ 地方交付税 0.5％ 

労働費 0.3％ 

衛生費 
8.7％ 

農林水産業費 
7.7％ 

歳出 

平成14年度当初予算の一般会計は 
108億4，120万円 
重点的かつ効率的な財源配分 
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保
健
と
福
祉
で

支
え
る
ま
ち
に

【
健
康
の
増
進
・
福
祉
の
充
実
】

●
健
康
づ
く
り
の

サ
ー
ビ
ス
体
制
充
実
を

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国

が
策
定
し
た
「
健
康
日
本
２１
」
の
基
本
理

念
を
踏
ま
え
、
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生

き
で
き
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

の
推
進
と
地
域
で
支
え
る
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１３
年
度
に
見
直
し
た
母
子

保
健
計
画
「
に
こ
に
こ
　
こ
う
た
っ
子
プ

ラ
ン
２１
」
を
も
と
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
分
野
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

母
子
保
健
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
健
康
の
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い

健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
・
啓
発
を
図

り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

●
活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
町
民
が
長
寿
の
喜
び
を
享
受
し
、
い

き
い
き
と
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
幸
田
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
本
と

し
て
、
人
生
８０
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
活

力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

平
成
１２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
供

給
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
特

に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
を
受
け

ら
れ
る
か
た
が
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
対
象
か
ら
外
れ
た

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

軽
度
生
活
支
援
や
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
、痴
ほ
う
予
防
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、

介
護
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
が
き
め
細

か
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
整
備
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
施
設
と
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
密
に

し
、
福
祉
事
業
全
般
の
円
滑
な
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

●
総
合
的
・
計
画
的
な
子
育
て
支
援
を

児
童
福
祉
対
策
は
、
近
年
の
少
子
化
の

進
行
、
児
童
虐
待
、
青
少
年
の
非
行
の
増

加
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
の
中
で
、
子
育
て
支
援
を
社
会
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
、

就
労
形
態
の
変
化
か
ら
多
種
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
お
り
、
平
成
１２
年
度
に

策
定
し
た
児
童
育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
行
政
、
地
域
、
家
庭

が
連
携
し
協
力
し
あ
う
中
で
、
子
育
て
支

援
対
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

保
育
園
運
営
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か

ら
菱
池
保
育
園
で
延
長
保
育
を
取
り
組
む

と
と
も
に
、
乳
児
保
育
、
障
害
児
保
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
育
児
不
安
な
ど
の

相
談
指
導
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
育
成
支
援
、
子
育
て
情
報
の
提
供
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

保
育
園
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
か
ら
２
か
年
で
菱
池
保
育
園
の
移
転
改

築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き

児
童
館
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

本
年
度
に
お
い
て
は
留
守
家
庭
児
童
対

策
、
い
わ
ゆ
る
学
童
保
育
を
、
３
か
所
目

と
な
る
荻
谷
小
学
校
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ウォーキング講座

わくわくあそびランド
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障
害
者
対
策
で
は
、
幸
田
町
障
害
者
計

画
を
基
本
と
し
て
、
障
害
者
の
か
た
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、「
つ
ど
い
の
家
」
を

拠
点
施
設
と
し
た
、
在
宅
障
害
者
へ
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
団
体
が
設
置

を
目
指
す
授
産
施
設
「(

仮
称)

青
年
の
家
」

の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
精
神
障
害
者
の
在
宅

支
援
事
業
な
ど
が
、
県
か
ら
委
譲
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
相
談
体
制
、
支
援
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
各
種
医
療
給
付
制
度
の

普
及
と
効
果
的
運
用
を

福
祉
医
療
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
、
母

子
、
父
子
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
へ
福

祉
医
療
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
健
康
保

持
・
増
進
と
適
切
な
医
療
給
付
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
受
給
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

医
療
給
付
制
度
の
普
及
と
効
果
的
運
用
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
よ
り

３
歳
児
の
通
院
に
係
る
医
療
費
お
よ
び
４

歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
入
院
に
係
る
医
療

費
の
給
付
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
、

増
進
の
た
め
に
国
民
健
康
保
険
事
業
は
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
事
業
は
、
急
速
な
高
齢
化
、
医
療
技

術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

の
問
題
を
抱
え
、
事
業
運
営
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
医
療
制
度
の
大
幅

な
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
国
民

健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の
適
正
な
管
理

運
用
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
援
助
的
繰

り
入
れ
、
医
療
分
の
税
率
改
正
に
よ
る
減

税
な
ど
に
よ
り
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
財
政
基
盤
の
安

定
・
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

活
気
の
あ
る
明
日
の
ま
ち
に

【
産
業
振
興
】

●
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

安
全
な
農
産
物
の
生
産

農
業
経
営
の
安
定

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
景
気
停
滞

に
よ
る
需
要
の
低
迷
、
安
い
輸
入
農
産
物

の
増
大
な
ど
、
生
産
者
に
と
っ
て
経
営
は

大
変
厳
し
い
情
勢
で
す
。
一
方
、
食
物
の

安
全
性
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
環
境
保

全
面
に
お
け
る
公
益
性
な
ど
、
消
費
者
の

国
内
農
業
と
農
産
物
に
対
す
る
関
心
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
本
町
で
も
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
や
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
も
と
に
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
、
担
い
手
の
高
齢
化
に
対
応
し
た

生
産
体
制
の
確
立
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ

る
安
全
な
農
産
物
の
生
産
、
さ
ら
に
は
農

業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の

展
開
を
、
町
、
生
産
者
、
農
協
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
緑
豊
か
な
住

み
よ
い
農
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
県
営
ほ
場
整
備
も

終
盤
を
迎
え
、
事
業
完
了
に
向
け
て
の
指

導
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

主要新規事業 （単位：千円）

1 菱池保育園改築工事　　　　　　　　 365，140
平成14年度から15年度の2年にわたり、移転改築を行
う経費。
2 ケーブルテレビ事業　　　　　　　　　 15，000
全町にケーブルテレビを敷設できるように、三河湾ケー
ブルテレビネットワークに事業負担するもの。
3 剪定枝チップ化事業　　　　　　　　　 6，001
筆柿など、剪定枝をチップ化し、堆肥化することにより
循環型農業を目指していく事業。
4 緊急地域雇用創出特別基金事業 16，264
雇用創出を図るための100㌫補助事業で、交通安全道路
環境整備、森林環境保全、小中学校図書整理および校舎
耐震診断を行うもの。

主な事業予算 （単位：千円）

●安全で快適なまちに
【道路橋梁新設改良・整備事業】永野菱池１号線、岩堀線ほ
か生活道路整備など　　　　 445，047

【下水道事業】相見・南部処理分区等整備、上六栗地区処理
場、各地区処理場等維持管理など　　　 1，602，661

【土地区画整理関連事業】野場区画整理設計、駅前再開発、
相見区画整理組合補助など　　　　　　　 137，710

【都市公園整備事業】幸田中央公園、各都市公園整備など　　
108，072

【高度情報化推進事業】IT講習関連、ケーブルテレビ事業負
担金など　　　　　　　　　　　　　　　　 34，081

●保健と福祉で支えるまちに
【健康推進事業】各種予防接種、各種健診・検査など　　　　

201，148
【福祉医療事業】乳幼児・心身障害者・母子家庭・精神障害
者医療扶助など　　　　　　　　　　　　 155，924

【保育園施設整備事業】菱池保育園移転改築､各保育園施設
整備　　　　　　　　　　　　　　　　　 373，470
●活気ある明日のまちに
【農林業振興事業】剪定枝チップ化、狂牛病対策、林道維持・
整備など　　　　　　　　　　　　　　 73，964

【農村振興総合整備事業】実施設計、集落環境整備、改良区
事業補助など　　　　　　　　　　　　　　 81，511

【緊急地域雇用創出関連事業】交通安全、森林環境整備、学
校図書整理、小学校校舎耐震診断　　　　　 16，264
●交流と創意の教育文化のまちに
【社会教育関連事業】各種講座、夏まつり、凧揚げまつり、運動
場用地購入、ハッピネス・ヒル・幸田の管理など 602，513

【学校教育関連事業】坂崎小木造校舎改築設計、各小中学校
施設整備、地域に根ざした学校づくりなど 129，908

【国際化推進事業】外国人英語講師、中学生海外研修、国際
交流講演会など　　　　　　　　　　　　　 22，137
●人と自然にやさしい共生のまちに
【環境衛生関連事業】一般廃棄物最終処分場基本設計･測量･
地質調査･用地補償調査､環境基本計画策定など 40，084

【ごみ等収集処理事業】ごみ等収集運搬処理、生ごみ処理容
器設置補助、分別収集など　　　　 502，289
●責任と信頼のあるまちに
【コミュニティ推進事業】(仮称)大草東部コミュニティホー
ム建設補助、自主防災組織育成など　　　　 26，366

【消防防災施設・設備整備事業】防火水槽(2基)、消防団(3-
2)詰所等建設など　　　　　　　　　　　　 52，223

特集　平成14年度　施政方針と予算 
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ま
た
、
菱
池
地
区
に
つ
い
て
も
、
平
成

１３
年
１
月
に
菱
池
遊
水
地
関
連
土
地
改
良

事
業
準
備
委
員
会
も
発
足
し
た
こ
と
か

ら
、
１５
年
度
の
ほ
場
整
備
事
業
採
択
に
向

け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
懸
案
の
大
井
池

改
修
事
業
に
も
、
最
善
の
努
力
を
払
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
農
道
、
溜た

め

池
、
か
ん
が
い
排

水
な
ど
の
整
備
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
施
計
画
の
策
定
も
完
了
し
、
本
年

度
か
ら
５
か
年
計
画
で
住
み
よ
い
農
住
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

林
業
振
興
は
、森
林
の
持
つ
水
源
涵
養

か
ん
よ
う

、

治
水
、
大
気
浄
化
、
教
育
・
憩
い
の
場
な

ど
公
益
的
機
能
の
観
点
か
ら
、
森
林
に
対

す
る
町
民
の
関
心
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
林

道
の
開
設
・
改
良
、
造
林
補
助
、
緑
化
推

進
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
森

林
の
持
つ
生
態
系
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
の
多
目
的
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
適

切
な
森
林
整
備
、
林
業
生
産
物
の
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
環
境

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、「
家
畜
排
泄

物
の
管
理
の
適
正
化
お
よ
び
利
用
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
の

適
正
管
理
と
環
境
型
農
業
の
一
端
を
担
う

良
質
な
堆
肥
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て

生
ご
み
の
堆
肥
化
を
視
野
に
入
れ
た
堆
肥

流
通
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
今
般
の
牛
海
綿
状
脳
症(

狂
牛
病)

の

発
生
に
よ
り
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け
た

農
家
の
経
営
の
維
持
・
継
続
に
必
要
な
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
し
い
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
を

商
工
関
係
に
つ
い
て
は
、
消
費
の
低
迷

な
ど
に
よ
り
、
町
内
の
商
店
は
大
変
厳
し

い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
充
実
に
向
け
、
商
工
会
と
連
携
を

と
り
施
策
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す

が
、
景
気
対
策
と
し
て
商
工
業
振
興
資
金

の
金
融
機
関
預
託
や
信
用
保
証
料
補
助
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

幸
田
駅
前
に
つ
い
て
は
、
商
業
の
発
展

と
拡
大
強
化
を
図
る
べ
く
商
業
関
連
施
設

の
整
備
改
善
を
検
討
し
、
商
工
会
が
策
定

し
た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
に
基
づ
く
活
性
化
事
業

を
支
援
し
、
賑
わ
い

・

・

・

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、工
業
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
構
造
の
確
立
を

目
指
し
、
優
良
先
端
産
業
の
誘
致
に
努
め

る
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
と
調
和
の
と
れ

た
工
業
団
地
候
補
地
の
調
査
選
定
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
家
族
参
加
型
の
観
光
資
源
の
発
掘

観
光
関
係
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
観
光

が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
日
、
観
光
客
へ
の

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
三
ヶ
根
駅
前
広
場
に

観
光
案
内
板
の
整
備
と
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
併
せ
て
自
然
と
の
調
和
を

図
っ
た
家
族
参
加
型
の
観
光
資
源
の
発
掘

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

時
あ
た
か
も
足
後
池
周
辺
で
民
間
業
者

に
よ
る
温
泉
開
発
が
進
み
、現
在
、湯
温
３５

℃
を
記
録
し
た
と
聞
き
、
今
後
の
結
果
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出
を

労
働
関
係
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
向
け

の
生
活
資
金
の
継
続
や
勤
労
者
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
利
用
し
や
す
い
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
の
景
気
低
迷
に
よ
る
厳
し

い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
国
の
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
に
よ
り
雇
用
・

就
業
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
流
と
創
意
の

教
育
文
化
の
ま
ち
に

【
教
育
の
充
実
・
文
化
の
推
進
】

●
人
間
性
豊
か
な
環
境
づ
く
り

生
活
水
準
や
教
育
水
準
の
向
上
、
余
暇

時
間
の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
生
き
が
い

や
自
己
実
現
な
ど
、
人
間
性
豊
か
な
生
活

を
求
め
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
社
会
環
境
を
踏
ま
え
、
各
人
が

自
発
的
意
志
に
基
づ
い
て
学
習
活
動
を
展

開
で
き
る
よ
う
に
家
庭
教
育
学
級
、
シ
ル

バ
ー
ス
ク
ー
ル
、
公
開
講
座
な
ど
の
各
種

講
座
を
開
催
し
、
生
涯
学
習
の
一
端
を
担

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
ふ
れ
あ

い
を
求
め
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
彦
左
ま
つ
り
、
夏
ま
つ
り
、
産
業

ま
つ
り
、
凧た

こ

揚
げ
ま
つ
り
な
ど
、
イ
ベ
ン

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

74，636円 
48，525円 
48，200円 
35，852円 
33，944円 
28，002円 
24，765円 
14，966円 
4，603円 
4，501円 
1，055円 
2，162円 

民 生 費 
土 木 費 
教 育 費 
公 債 費 
総 務 費 
衛 生 費 
農林水産業費 
消 防 費 
議 会 費 
商 工 費 
労 働 費 
そ の ほ か 
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平成14年度予算を一人当たりに換算すると… 

321，211円（平成14年3月1日現在） 

※平成13年度は　332，815円 

※矢印は昨年度の金額との比較 



ト
の
充
実
を
図
り
、
人
間
性
豊
か
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
連
携
の
取
れ
た
施
設
運
営
を

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
に
つ
い
て

は
、
３
つ
の
施
設
の
連
携
し
た
運
営
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
会
館
で
は
、
文
化
の
中
核
と
し
て

質
の
高
い
文
化
・
芸
術
を
町
民
と
と
も
に

築
き
上
げ
、
楽
し
く
気
楽
で
親
し
み
や
す

い
場
所
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
幸
田
町
文

化
振
興
協
会
と
一
丸
と
な
っ
て
企
画
運
営

を
し
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
多
種
多
様
な
情
報
に
対

し
て
常
に
新
し
い
情
報
の
収
集
と
発
信
、

文
学
と
し
て
の
歴
史
を
体
験
で
き
る
空

間
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
り
生
涯
学
習
の
援
助
が
で
き
る
魅
力
あ

7 広報こうた●2002（Ｈ14）4.1

る
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
で
は
、
心
身
の
鍛
練
と
健

康
維
持
の
で
き
る
施
設
と
し
て
、
身
近
で

気
軽
に
利
用
で
き
、
清
潔
で
安
全
な
運
営

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
保
護
意
識
の
高
揚

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
先
人
が
守

り
継
承
し
て
き
た
有
形
・
無
形
の
歴
史
文

化
の
保
存
、
整
備
を
進
め
る
な
ど
保
護
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
伝
統
文
化
の
継
承
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

●
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
住
民
相
互
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
「
心
と
体
の
健
康
」
に
寄
与

し
、
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。
町
民
大
運
動
会
・

駅
伝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
を
始
め
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
引
き
続
き
開
催
し
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

学
校
は
、
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
場
で
す
。
近
年
、
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

る
中
、
学
習
指
導
要
領
が
大
幅
に
改
訂
さ

れ
、
本
年
度
は
教
育
改
革
元
年
で
す
。

「
生
き
る
力
」
を
育
む
新
し
い
学
校
教
育

を
目
指
し
、
各
学
校
が
創
意
工
夫
し
て
特

色
の
あ
る
教
育
や
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
学
校
評
議
員
を
設
置
し
て
学

校
運
営
に
つ
い
て
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
５
日
制
が
完
全
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
と
も
な
い
、
学
校
の
み
で
な
く

家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
力
の
向

上
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
副
読
本
の
公
費
購
入
、
私
立
幼

稚
園
、
私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
助
成

を
継
続
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

情
報
化
教
育
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
育
へ
の
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
継

続
配
置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
な
ど
の

整
備
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
国
の
緊
急

地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
を
兼
ね

て
、
向
こ
う
３
年
間
で
図
書
の
整
理
を
行

い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

児
童
生
徒
の
不
登
校
は
大
き
な
問
題
で

す
。
そ
の
た
め
専
門
の
相
談
員
を
新
た
に

配
置
し
、
幸
田
町
少
年
相
談
員
と
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
協
力
し
て
相
談
す
る

場
を
設
置
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
幸
田
町
不
登
校
対
策
協
議
会
を
中
心

に
、
情
報
交
換
や
研
究
協
議
を
重
ね
、
よ

り
一
層
の
相
談
体
制
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

教
育
施
設
の
整
備
は
、
よ
り
良
い
環
境

で
健
や
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
し
て
い
く

た
め
に
は
大
変
重
要
で
す
。
本
年
度
は
坂

崎
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
の
基
本
・
実
施

設
計
、
小
中
学
校
の
便
所
の
洋
式
化
、
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な
ど
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
実
施
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
国
際
化
へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め
に

国
際
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
さ
ら
に
進
む
中
で
、
国
際
社
会
に

貢
献
し
得
る
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
、
外
国
人
英
語
教
師
を
小
中
学
校
に

各
１
人
づ
つ
継
続
配
置
し
、
中
学
生
の
海

外
派
遣
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
産
業
活
動
を
始
め
と
す
る
様
々

な
分
野
で
働
く
外
国
人
の
た
め
に
も
暮
ら

し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
幸
田
町
国

際
交
流
協
会
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
本
町
が
国
際
化
推
進
を
取
り

組
み
始
め
て
１０
年
目
に
あ
た
り
、
国
際
交

流
講
演
会
の
開
催
を
機
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
国
際
化
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

特集　平成14年度　施政方針と予算 

町民大運動会
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人
と
自
然
に
や
さ
し
い

共
生
の
ま
ち
に

【
環
境
の
保
全
と
整
備
】

●
防
災
体
制
の
充
実
強
化

災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
を
確
立

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
は
、

町
民
の
安
全
を
奪
う
最
大
の
要
因
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
三
河
地
震
の
教
訓

も
あ
り
、
ま
た
、
東
南
海
・
東
海
地
震
の

発
生
が
心
配
さ
れ
、
本
町
も
地
震
防
災
対

策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

既
定
の
防
災
計
画
改
訂
を
進
め
る
と
と
も

に
、
防
火
施
設
・
資
機
材
の
整
備
、
防
災

体
制
の
充
実
強
化
お
よ
び
災
害
発
生
時
に

お
け
る
初
動
体
制
の
確
立
を
推
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
避
難
場
所
で
あ
る
学
校
施
設
の

安
全
確
保
の
た
め
、
国
の
緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
耐
震

診
断
を
行
い
、
そ
の
改
修
事
業
を
急
ぎ
、

非
常
時
に
お
け
る
万
全
の
備
え
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
高
度
情
報
通
信
社
会
に
対
応
し

た
無
線
網
の
構
築
の
た
め
、
防
災
情
報
を

一
元
化
し
、
災
害
時
に
強
い
新
総
合
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
促
進
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
森
林
の
育
成
や
治
山

治
山
対
策
と
し
て
、
松
く
い
虫
被
害
の

著
し
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
樹
種
転
換
の

一
層
の
促
進
を
図
り
、
新
た
な
る
森
林
の

育
成
や
治
山
事
業
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

治
水
の
抜
本
的
対
策
は
広
田
川
の
改
修

で
す
。
菱
池
遊
水
地
に
つ
い
て
は
、
菱
池

開
墾
地
区
整
備
と
併
わ
せ
事
業
の
早
期
実

現
を
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
井
池
を
始
め
町
内
に
点
在
し

て
い
る
溜
池
に
つ
い
て
は
、
農
業
的
利
用

の
み
な
ら
ず
下
流
域
の
防
災
機
能
を
高
め

る
な
ど
、
多
面
的
利
用
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
処
分
場
施
設
の
早
期
建
設
に

環
境
問
題
の
中
で
、
ご
み
問
題
は
深
刻

な
状
況
で
す
。
生
活
様
式
の
多
様
化
や
消

費
者
意
識
の
変
化
に
と
も
な
い
、
そ
の
排

出
量
は
年
々
増
加
し
、ご
み
の
減
量
化
、資

源
化
お
よ
び
施
設
整
備
が
早
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、日
々
排
出
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
も
、
分
別
収
集
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
再
生
利
用
で
き
る
も
の

は
資
源
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、剪
定
枝
な
ど
を
チ
ッ
プ
化

す
る
機
器
を
購
入
し
、
畜
ふ
ん
と
の
混
合

で
堆
肥
化
す
る
事
業
に
も
取
り
組
み
、
循

環
型
社
会
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
必
要
不
可
欠
な
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
深
溝
に
あ
る
不
燃
物
処
理
場
も
老
朽

化
し
、
ま
た
、
埋
立
処
分
地
も
民
間
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
処
分
場
施
設
の

早
期
建
設
に
向
け
用
地
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
こ
の
問
題
解
決
に
衆
知
を
集
め

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
活
排

水
な
ど
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
な
ど
を

始
め
、
生
活
密
着
型
の
公
害
問
題
が
表
面

化
し
て
い
ま
す
。

水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備

や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
よ
り
、

徐
々
に
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
公
害

の
未
然
防
止
と
発
生
源
対
策
を
図
り
、
良

好
で
快
適
な
自
然
環
境
と
生
活
環
境
の
保

全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
発
生
源
対
策
と
し
て
公
害
の
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

事
前
協
議
と
指
導
を
徹
底
し
て
行
い
、
公

害
防
止
協
定
の
締
結
と
遵
守
、
併
せ
て
既

定
の
協
定
の
見
直
し
を
含
め
、
立
入
検
査

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
に
環
境
基
本
計
画
の
策

定
を
行
い
、
地
球
温
暖
化
を
始
め
と
す
る

地
球
環
境
問
題
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

総合防災訓練

ＬＡＮ(Local Area Network)：同一建物内、同一敷地内、学校のキャンパス内など、比較的狭い範囲内でのコンピ

ュータネットワークのこと。

緊急通報装置：一人暮らし老人が緊急時に通報できる装置（ボタンを押すと、自動的に3か所まで連絡できます）。

学童保育：昼間、保護者が労働などで不在となる家庭の小学校低学年児童を対象に保育する制度。

菱池遊水地：上流域からの流出増に対処するための施設。洪水時、その水の一部を遊水地に貯留することにより、洪水

のピーク流量をカットし、本川である広田川への影響を低減させる。現在坂崎に柳川遊水地がある。

ＴＭＯ(Town Management Organization)：中心市街地の商業地全体を一つのショッピングモールと見立て、ま

ちづくりを総合的見地から運営・管理していく機関（幸田町商工会）のこと。

学校評議員：校長の求めに応じて、教育方針に意見を述べたり、地域で体験活動をする際の橋渡し役。

新総合通信ネットワーク：現在の地上系防災行政無線に代わる、高度情報化並びに地震災害に強い衛星系無線機能を併

せもった無線通信網。

【
イ
ミ
デ
ス
】



責
任
と
信
頼
あ
る
ま
ち
に

【
安
全
な
生
活
】

●
心
の
和
む
「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
趣
旨
は
、
町
民
が
地

域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
自
覚
と
責
任

を
持
ち
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
連
帯
意
識
の

高
揚
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。
ふ
れ
あ
い

あ
ふ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す

る
た
め
の
活
動
の
助
成
や
、
活
動
拠
点
と

な
る
施
設
整
備
を
促
進
し
、
さ
ら
に
は
幸

田
彦
左
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
心
の
和
む
「
ふ
る

さ
と
」を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
今
春
に
は
桜
坂
区
が
誕
生
す
る

こ
と
か
ら
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
重
要
な
年
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
救
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
都
市
化

の
進
展
に
よ
る
災
害
の
複
雑
多
様
化
、
さ

ら
に
は
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
救
急

救
助
業
務
に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
増
々

高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
消

防
防
災
活
動
の
拠

点
と
な
る
消
防
庁

舎
の
建
設
を
始

め
、
各
種
施
設
の

整
備
、
救
急
救
命

士
の
養
成
、
救

急
・
消
防
隊
員
の

技
術
・
資
質
の
向

上
を
図
り
、
町
民

の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
る
使
命

全
う
に
全
力
を
挙

げ
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
町

民
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
交

通
安
全
施
設
の
充

実
は
も
と
よ
り
、

安
全
教
育
の
普
及

と
徹
底
を
図
っ
て
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い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
国
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
交
通
安
全

上
支
障
と
な
る
よ
う
な
樹
木
の
伐
採
処
理

事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
季
節
的
に
多

発
す
る
犯
罪
に
対
応
し
た
自
主
防
犯
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
心
で
き
る
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
行
政
を

情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
な

ど
の
保
護
に
留
意
し
な
が
ら
、
開
か
れ
た

分
か
り
や
す
い
行
政
を
実
現
す
る
行
政
情

報
の
公
開
を
進
め
ま
す
。
町
民
と
町
が
情

報
を
お
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
理
解
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
実
現
と
し

て
、
行
政
の
各
種
審
議
会
委
員
な
ど
に
女

性
の
登
用
を
推
進
し
、
女
性
の
声
を
反
映

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
６
次
行
政

改
革
大
綱
も
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
環
境
保
全
・
迅
速
適
正
・
情
報
連

携
・
事
業
評
価
・
意
識
改
革
の
５
つ
の
行

動
計
画
を
柱
と
し
て
、
各
年
度
ご
と
に
具

体
的
な
施
策
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
各
種
推
進
事
項
の
実
効
性
を
高

め
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
建
設

的
補
助
金
の
見
直
し
に
引
き
続
き
、
本
年

度
は
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
、
公
募

制
を
採
用
す
る
審
議
会
な
ど
の
拡
大
、
あ

る
い
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※

以
上
、
施
策
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
て

き
ま
し
た
が
、
地
方
分
権
に
よ
り
自
治
体

の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
が
一
層
求
め
ら

れ
る
中
、
市
町
村
合
併
も
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
検
討
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
諸

施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
対
話
を
深
め
な
が
ら
、「
共
に

進
む
」
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
と
活

気
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
に
お
い

・

・

・

を
感
じ
る
町
政
の
推
進
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
隣
接
す
る
市
町
と
の
連
携
を
密
に

し
、近
隣
行
政
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
が
、「
夢
の
あ
る
住
み
よ
い
幸
田
　
心

の
か
よ
う
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現

を
目
指
し
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
財
源

配
分
に
努
め
、
公
平
で
安
心
で
き
る
施
策

の
展
開
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集　平成14年度　施政方針と予算 

彦左まつり

問合せ 財政課財政係
62－1111（内線313）
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経
営
感
覚
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
立
脚

し
た
第
６
次
の
行
政
改
革
は
、
平
成
１４

年
度
を
持
っ
て
３
年
が
経
過
し
、
本
年

度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

平
成
１４
年
度
の
主
な
取
り
組
み

①
事
務
的
補
助
金
の
見
直
し
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
建
設
的

な
補
助
金
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
図

り
、
負
担
区
分
の
明
確
化
を
図
り
ま

す
。

②
町
民
負
担
の
公
平
化
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
に
つ
い
て
見

直
し
基
準
を
設
け
、
体
系
的
な
評

価
・
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

③
幅
広
い
意
見
を
求
め
、
開
か
れ
た
町

政
を
目
指
す
た
め
、
公
募
を
行
う
審

議
会
委
員
な
ど
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

③
分
か
り
や
す
い
、
親
切
な
対
応
に
心

が
け
る
た
め
、
職
員
の
接
遇
態
度
改

善
に
向
け
て
、
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
研
修
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
。

④
駅
西
駐
車
場
お
よ
び
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
管
理
業
務
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
、
効
率
的
な

業
務
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑤
代
休
、
振
替
制
度
の
利
用
徹
底
を
進

め
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減
を
図

り
ま
す
。

⑥
起
債
の
健
全
運
用
な
ど
、
起
債
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。

⑦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
推
進
し
、

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
通
信

基
盤
整
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑧
幸
田
町
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
、
環
境
行
政
の
指
針
と
し
て
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

⑨
非
常
勤
職
員
の
雇
用
拡
大
お
よ
び
適

切
な
雇
用
管
理
の
た
め
、
登
録
制
度

を
図
る
な
ど
、
雇
用
の
取
り
扱
い
方

針
の
要
綱
化
を
進
め
ま
す
。

⑩
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
た
め

の
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
向
け

た
調
査
研
究
を
図
り
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
行
政
係

６２
―
１
１
１
１(

内
線
３
３
４)

国
保
の
届
け
出
を

忘
れ
ず
に

こ
の
季
節
は
、
就
職
･
退
職
･
転

入
･
転
出
･
転
居
な
ど
が
多
く
な
り
、

同
時
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退

な
ど
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
必
ず
１４
日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
　
保
険
税

の
納
付
は
、
国
保
の
被
保
険
者
に
な

っ
た
時
点(

加
入
の
届
け
出
を
し
た

と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

か
ら

発
生
す
る
の
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
保
険
証
が
な
い
た
め
に
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
　
資
格
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
保
険
証
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場

合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は
後

で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
、
や
め
る
届
け
出

が
な
い
た
め
に
保
険
税
を
二
重
に
支

払
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

問
合
せ

住
民
児
童
課
国
保
年
金
係

６２
―
１
１
１
１(

内
線
１
１
５)

第
6
次
行
政
改
革
大
綱
の
取
り
組
み 

行
政
合
理
化
を
推
進
し
ま
す 

ほかの健康保険などをや 
めたとき 
生活保護を受けなくなっ 
たとき 
子どもが生まれたとき 

ほかの健康保険などに入 
ったとき 
生活保護を受けはじめた 
とき 
死亡したとき 

外国人がやめるとき 

退職者医療制度に該当し 
たとき 
退職者医療制度に該当し 
なくなったとき 
住所、世帯主、氏名など 
が変わったとき 
保険証をなくしたり、汚 
れて使えなくなったとき 
就学のため、子どもがほ 
かの市区町村に住むとき 
長期旅行などで個別の保 
険証が必要なとき 
 

国
保
に
入
る 

 

国
保
を
や
め
る 

そ
　
の
　
ほ
　
か 

 

転入したとき 
 

外国人が入るとき 
 転出するとき 
 

印鑑、健保の離脱証 
明書 
印鑑、保護廃止決定 
通知書 
印鑑、母子健康手帳、 
国保の保険証 

印鑑、国保と健保の 
保険証 
印鑑、国保の保険証、 
保護開始決定通知 
 印鑑、国保の保険証、 
死亡を証明するもの 
保険証、外国人登録 
証明書 
印鑑、年金証書、国 
保の保険証 
印鑑、国保の保険証 

印鑑、国保の保険証 

印鑑、身分を証明す 
るもの 
印鑑、在学証明証、 
国保の保険証 
印鑑、国保の保険証 

※同一世帯で、すでに国保加入者がいる場合は、国保の保険証が必要です。

印鑑、転出証明書 
 

外国人登録証明証 
 印鑑、国保の保険証 

※ 

※ 

※ 

※ 

こ ん な と き 
 

持 参 す る も の 



11 広報こうた●2002（Ｈ14）4.1

犬
を
飼
っ
て
い
る
か
た
へ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
な
た
が
飼
っ
て
い
る
愛
犬
に
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
３０
日
の
間

に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
注
射
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず

郵
便
は
が
き(

平
成
１４
年
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
、
登
録
確
認
通
知
書)

を
持

参
く
だ
さ
い
。
都
合
の
悪
い
か
た
は
、

動
物
病
院
で
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
象

生
後
９１
日(

３
か
月)

以
上
の
犬

費
用

注
射
の
み
…
３
、
３
０
０
円

／
登
録
と
注
射
…
６
、
３
０
０
円

＊
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

町
で
は
、
本
年
度
の
目
標
と
し
て
、

全
町
の
ご
み
の
量
を
１０

(

６
０
０

)

減
量
を
目
指
し
ま
す
。
増
加
し
つ
つ
あ
る

可
燃
ご
み
の
減
量
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

分
別
収
集

「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
開
始

分
別
収
集
の
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
開
始
は
、
各
行
政
区
ご
と
に
説
明

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
７
月
か
ら
全

町
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
　
商
品
を
入
れ

た
も
の(

容
器)

や
、
包
ん
だ
も
の

(

包
装)

で
あ
っ
て
、
商
品
が
消
費
さ

れ
た
り
分
離
さ
れ
た
と
き
に
、
不
要

と
な
る
も
の(

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製)

。

＊
な
お
、
収
集

対
象
の
種
類
、

製
品
例
に
つ
い

て
は
、
後
日
チ

ラ
シ
を
全
戸
配

布
し
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
紙
類
」
の
拠
点
回
収

可
燃
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
ご

み
の
中
に
は
、
集
団
回
収(

廃
品
回
収)

で
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
紙
類

が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
７
月
か

ら
集
団
回
収
と
併
わ
せ
て
、
拠
点
に
よ

る
回
収
も
開
始
し
ま
す
。

分
別
方
法
は
、
各
地
域
の
集
団
回
収

と
同
じ
、「
新
聞
･
チ
ラ
シ
･
雑
誌
･

段
ボ
ー
ル
･
雑
古
紙
･
古
布
」
で
す
。

「
生
ご
み
」
の
出
し
方

可
燃
ご
み
の
排
出
の
中
で
、
約
５０

を
占
め
る
生
ご
み
は
、
水
分
が
非
常
に

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
水
分
を
な

く
す
の
が
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
次
に
紹
介
す
る
方
法
も
効
果
的
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

水
分
を
吸
わ
せ
な
い

排
水
口
の
ネ
ッ

ト
に
生
ご
み
を
た
め
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
余
計
な
水
を
吸
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
広

告
の
チ
ラ
シ
を
箱
型
に
折
り
、
調
理

中
に
で
た
生
ご
み
を
直
接
そ
の
箱
に

入
れ
、
最
後
に
小
さ
く
折
り
た
た
ん

で
捨
て
ま
し
ょ
う
。

水
分
を
し
っ
か
り
切
る

生
ご
み
の
水

分
が
し
っ
か
り
切
れ
れ
ば
、
重
さ
も

ず
い
ぶ
ん
軽
く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

穴
の
あ
い
た
袋
を
生
ご
み
用
に
使
用

し
、
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
手

で
つ
ぶ
し
て
水
気
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

保
健
環
境
課
環
境
衛
生
係

６２
―
１
１
１
１(

内
線
１
８
１)

可
燃
ご
み
１０
�
減
量
大
作
戦
！ 

可
燃
ご
み
１０
�
減
量
大
作
戦
！ 

人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
周
り
に
は
、
犬
の
好
き
な

か
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
の

鳴
き
声
や
悪
臭
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
、
犬
を
飼
っ
て
い

る
周
囲
は
、
い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

フ
ン
の
後
始
末
は

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う

道
路
や
公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で

す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

保
健
環
境
課
管
理
係

６２
ー
１
１
１
１(

内
線
１
８
１)

※対象となるものにはこの
マークが付いています。

4月15日 
（月） 
 

4月16日 
（火） 
 

4月17日 
（水） 
 

4月18日 
（木） 
 

4月19日 
（金） 
 

5月13日 
（月） 
 

5月14日 
（火） 
 

９：４０～１０：４０ 
１０：５０～１１：１０ 
１１：２０～１１：４０ 
１３：１０～１３：４０ 
１３：５０～１４：５０ 
１０：００～１０：４０ 
１０：５０～１１：４０ 
１３：１０～１３：５０ 
１４：００～１４：５０ 
１０：００～１０：３０ 
１０：４０～１１：００ 
１１：１０～１１：４０ 
１３：１０～１３：５０ 
１４：００～１５：００ 
９：３０～１０：２０ 
１０：３０～１０：５０ 
１１：００～１１：３０ 
１１：４０～１２：００ 
１３：２０～１４：００ 
１４：１０～１４：４０ 
９：３０～１０：００ 
１０：１０～１０：３０ 
１０：４０～１１：２０ 
１３：１０～１３：３０ 
１３：４０～１４：００ 
１４：１０～１４：３０ 
１４：４０～１５：００ 
１３：１０～１３：３０ 
１３：４０～１４：００ 
１４：１０～１４：３０ 
１４：４０～１５：００ 

 

月／日 

■平成14年度 狂犬病予防注射日程・会場案内 
時　　間 会　　　　場 

坂 崎 公 民 館  
（旧）山 崎 精 米 所 西 
長嶺コミュニティホーム 
高 力 老 人 憩 の 家  
農 協 大 草 支 店  
荻 農 村 セ ン タ ー  
芦 谷 公 民 館  
横 落 児 童 館  
鷲 田 公 民 館  
老 人 福 祉 セ ン タ ー  
深 溝 児 童 館  
海 谷 公 民 館  
深 溝 老 人 憩 の 家  
岩 堀 公 民 館  
野場ふれあいセンター 
須 美 公 民 館  
桐山コミュニティセンター 
逆 川 農 村 セ ン タ ー  
上 六 栗 老 人 憩 の 家  
六 栗 公 民 館  
永 野 老 人 憩 の 家  
新 田 老 人 憩 の 家  
幸田町保健センター  
坂 崎 公 民 館  
農 協 大 草 支 店  
鷲 田 公 民 館  
芦 谷 公 民 館  
深 溝 老 人 憩 の 家  
上 六 栗 老 人 憩 の 家  
野場ふれあいセンター 
幸田町保健センター 
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４
月
１
日
か
ら

乳
幼
児
医
療
の
助
成
が

拡
大
さ
れ
ま
す

拡
大
対
象
者

①
３
歳
児
の
通
院
者

（
満
４
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

末
日
ま
で
）
②
４
歳
児
か
ら
就
学
前

の
入
院
者（
満
６
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
３
月
３１
日
を
経
過
し
な
い
か
た
）

拡
大
助
成
内
容
　
①
３
歳
児
の
通
院
の

医
療
費
、
自
己
負
担
額
の
全
額
助
成

②
４
歳
児
か
ら
就
学
前
の
入
院
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
額

助
成

＊
家
族
療
養
附
加
給
付
お
よ
び
ほ
か

の
法
令
に
よ
り
、
医
療
費
の
給
付
を

受
け
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
控
除
し

た
額
と
し
ま
す
。

助
成
方
法

病
院
窓
口
で
支
払
っ
て
い

た
だ
い
た
医
療
費
を
、
後
日
、
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
印
鑑
　
②
健

康
保
険
証
　
③
振
込
通
帳（
保
護
者

名
義
で
郵
便
局
を
除
く
）
④
領
収
書

⑤
医
療
費
の
保
険
給
付
金
支
給
決
定

通
知
書（
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
た

も
の
）

外
来
一
部
負
担
金
な
ど
の
金
額
が

改
定
に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
、
老
人
保
健
の
外
来

一
部
負
担
金
な
ど
の
金
額
が
、
次
の
よ

う
に
改
定
に
な
り
ま
す
。

●
定
額
負
担

外
来
の
一
部
負
担
金

８
０
０
円

８

５
０
円

●
定
率
負
担(

定
率
制
の
病
院
に
係
る

月
額
上
限)

診
療
所
ま
た
は
ベ
ッ
ト
数
が
２
０
０
床

未
満
の
病
院

３
、
０
０
０
円

３
、
２
０
０
円

ベ
ッ
ト
数
が
２
０
０
床
以
上
の
病
院

５
、
０
０
０
円

５
、
３
０
０
円

＊
院
外
処
方
が
行
わ
れ
た
場
合
の
月
額

上
限
は
、
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

診
療
所
ま
た
は
ベ
ッ
ト
数
が
２
０
０
床

未
満
の
病
院
・
薬
局

１
、
５
０
０
円

１
、
６
０
０
円

ベ
ッ
ト
数
が
２
０
０
床
以
上
の
病
院
・
薬
局

２
、
５
０
０
円

２
、
６
５
０
円

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
・
福
祉
医
療
制
度

本
町
で
は
、
表（
Ｐ
１３
）の
と
お
り
老

人
・
福
祉
医
療
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
　
②
健

康
保
険
証
　
③
対
象
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の

も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

交
通
事
故
に
あ
い
、
老
人
保
健
・
福

祉
医
療
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、

「
第
３
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
が
必

要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
老

人
保
健
・
福
祉
医
療
が
使
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
に
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
届
け
、
交
通
事
故

証
明
書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

と
同
時
に
、
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係

へ
届
け
出
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
①
第
３
者
行

為
に
よ
る
被
害
届
（
福
祉
介
護
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
）

②
保
険
証
　
③

医
療
受
給
者
証
　
④
印
鑑
　
⑤
事
故

証
明
書
（
そ
ろ
わ
な
い
と
き
は
後
日

で
も
可
）

＊
交
通
事
故
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場

合
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者

が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
老
人
保
健
・
福
祉
医
療
で
治

療
を
受
け
る
と
、
老
人
保
健
・
福
祉
医

療
は
受
給
者
の
医
療
を
一
時
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係
　
　

６２
―
１
１
１
１(

内
線
１
２
１
・

１
２
２)

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

幸
田
町
の
老
人
・
福
祉
医
療
制
度 

福
祉
給
付
金
の
申
請

福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
を
お
持
ち

の
か
た
は
、
２
月
と
８
月
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
給
付
金

支
払
証
明
書(

領
収
書)

②
印
鑑

③
振
込
通
帳(

受
給
者
名
義
で
郵
便

局
を
除
く)

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
減
額

さ
れ
ま
す
の
で
、「
入
院
時
一
部
負
担

金
限
度
額
適
用
・
入
院
時
食
事
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

す
で
に
老
人
･
福
祉
医
療
制
度
を
受

給
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
次
の
表
の
よ

う
な
と
き
は
、
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療

係
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

死亡したとき 

ほかの市区町村から 
転入したとき 

ほかの市区町村に 
転出したとき 

住所が変わったとき 
（転居） 

加入している 
医療保険が 
変わったとき 

印鑑 
医療受給者証 

印鑑 
保険証 

印鑑 
医療受給者証 

印鑑 
医療受給者証 

印鑑 
保険証 
医療受給者証 

14日以内に 

14日以内に 

転出するとき 
 
 
14日以内に 

14日以内に 

こんなときは 必要なもの いつまでに 
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・70歳以上のかた  
・65歳以上70歳未
満で一定の障害の
状態にあるかた 
＊「一定障害」とは、
国民年金法別表に
掲げる障害の程度
をいいます(障害手
帳1・2級のかた
を含む)。 

◎医療費の１割  
　同一の医療機関での負担額が１か月に
①・②に達したときは、その後の自己
負担はありません。 
①医療機関で院外処方せんを交付されな
かったかたは、医療機関で3,200円 
＊大病院(ベッド数が200床以上ある
病院)で受診されたかたは5,300円 
②医療機関で院外処方せんを交付された
かたは、医療機関で1,600円、薬局
で1,600円　＊大病院(ベッド数が
200床以上ある病院)で受診されたか
たはそれぞれ2,650円  
★定額制の診療所での負担額は１日につ
き850円となり、1か月に5日以上    
通院した場合は、その月の5日目以降
の通院は自己負担はありません。  
　※一部負担金を定額で徴収することを
都道府県知事に届け出た診療所  

◎医療費の１割  
　同一の医療機関での負担額が１か月3
万7,200円に達したときは、その後
の自己負担はありません。 
　また、次の①～③の場合で、負担額が
１か月にそれぞれの額に達したときは、    
その後の自己負担はありません。 
①住民税非課税の世帯に属するかたなど
…2万4,600円  
②住民税非課税の世帯に属するかたなど
で、老齢福祉年金を受給しているかた
…1万5,000円                     
③特定疾病の認定を受給しているかた… 
…1万円 
◎食事代１日780円  
①住民税非課税の世帯に属するかたなど
…１日につき650円(91日以降500円)  
②住民税非課税の世帯に属するかたなど
で、老齢福祉年金を受給しているかた
…１日につき300円 

制度 

老
　
　
人
　
　
保
　
　
健 

外
　
来
　
の
　
と
　
き 

入
　
院
　
の
　
と
　
き 

対　　　象 内　　　　　　　　　　容 

制　　度 対　　　　　象 内　　　　　容 
老 人 医 療 68歳と69歳のかた（所得制限あり） 一部負担金（自己負担額）老人保健に準ずる 

制　　度 対　　　　　象 内　　　　　容 

乳幼児医療 

障害者医療 

母子家庭等 
医　　　　療 

戦傷病者医療 

精神障害医療 

0～3歳児(満4歳の誕生日の属する月の末日まで 
のかた) 

4歳児～就学前(満6歳に達する日以後の3月31日 
を経過していないかた)   

・身体障害者手帳1～3級(じん臓機能障害1～4級、 
　進行性筋萎縮症1～6級)  
・療育手帳Ａ・Ｂ判定のかた 
・自閉症状群と診断されているかた 

・母子、父子家庭の子が18歳に達する年度末までの 
　母、父、子(児童扶養手当に準ずる所得制限があります) 
・父母のいない子が18歳に達する年度末まで 

医療保険の自己負担額はありません 

医療保険の自己負担額はありません 

医療保険の自己負担額はありません(入院、通院) 
＊3歳児は、入通院医療自己負担額の償還払いに 
よる金額助成があります(平成14年4月１日～)。  
 

・通院医療費自己負担額の償還払いによる全額助 
　成(患者票)  
・入院医療費自己負担額の償還払いによる2分の 
　１助成(手帳または患者票)  

戦傷病者手帳所持者のうち、款症者、項症者、目症者 

精神障害者保健福祉手帳・患者票をお持ちのかた 
(町内在住１年以上)  

医療保険の自己負担額はありません  
 

入院医療自己負担額の償還払いによる金額助成が 
あります(平成14年4月１日～)。  
 

※ 

●老人保健 

●老人医療 

●福祉医療 

●老人保健 

●老人医療 

●福祉医療 

情報トピックス
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を
教
え
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
人

と
し
て
の
生
き
方
や
、
日
本
文
化
の
す
ば

ら
し
さ
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
人
生
の
先
輩
と
の
「
心
の
交
流
会
」

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

開
校
２０
周
年
を
迎
え
て

１４
年
度
は
開
校

２０
周
年
の
年
で

す
。
卒
業
生
が
記

念
の
看
板
を
制
作

し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
グ
ラ

ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
と
外
フ
ェ
ン

ス
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
１１
月
に
は
記

念
式
典
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
か
わ
り
合
い
を
大
切
に
し
た

授
業
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
注
ぎ
、
そ

の
成
果
を
６
月
１４
日
に
発
表
し
ま
す
。
南

中
生
の
精
一
杯
学
ぶ
姿
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

画
伯
登
場 

ア
ー
ト 

深
溝
小
学
校 

2年 村越功卓
こうたく

くん

木のぼりをしている
ぼく【紙版画】

先生から　ゆびの１本１本ま
で、ていねいにつくることが
できました。たのしそうに木
のぼりをしているようすが、
よくわかるよ。

4年 小久保佳枝
か え

ちゃん

ゆうしょうは
いただき【木版画】

先生から　線にいきおいがあ
り、力強く生き生きとした作
品になりました。一生けん命
走っている様子が伝わってき
ます。

全
校
生
徒
が
学
年
、
学
級
の
枠
を
越
え
、

共
通
の
目
的
や
関
心
の
も
と
に
集
ま
り
、

心
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

１３
年
度
は
、
次
の
１３
講
座
を
開
設
し
、

３
学
期
に
最
終
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

家
庭
科
　

手
話
　

点
字
　

陶
芸
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
　

伝
承
遊
び

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　

日
本
舞
踊
　

ち
ぎ
り
絵
　

絵
手
紙
　

茶
道
　

箏
　

書
道

こ
の
交
流
会
活
動
で
目
指
す
最
も
大
切

な
目
的
は
、
自
分
た
ち
が
地
域
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
か
か
わ
り
、
支
え
ら
れ
な

が
ら
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

お
年
寄
り
の
一
人
が
、
生
徒
た
ち
に
次
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
競
技
は
、
第
１

ゲ
ー
ト
を
通
過
で
き
な
け
れ
ば
、
先
へ
は

進
め
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
を
突
破
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で

す
。
卒
業
さ
れ
る
３
年

の
皆
さ
ん
、
難
関
が
目

前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
突
破
し
て
め
ざ
す

高
校
へ
進
学
し
て
く
だ

さ
い
」。
さ
ま
ざ
ま
な

「
ゲ
ー
ト
」
を
突
破
し

て
き
た
地
域
の
大
先
輩

の
言
葉
は
、
き
っ
と
生

徒
た
ち
の
心
に
届
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
技
術

地
域
の
か
た
と
の
心
の
交
流
会

南
部
中
学
校
で
は
、
昨
年
度
、
年
５
回

の
交
流
会
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
活
動
と
は
、
地
域
の
か
た
を
講

師
と
し
て
招
い
て
開
く
講
座
の
こ
と
で
す
。

人
生
の
先
輩
か
ら

学
ぶ

南部中 
全校生徒数 ２６３人
（男子：１２４人、女子：１３９人）
校長　吉口三男
62ー6811

※作品は前学年時のものです。
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先
生 Teacher of the

Kotatow
n

ま 
ち の 

せ
ん
せ
い 

イ
チ
ゴ
の
苗
が
き
っ
か
け
で
、
私
に

は
た
く
さ
ん
の
孫
が
で
き
ま
し
た
。

深
溝
小
学
校
で
イ
チ
ゴ
作
り
の
お
手

伝
い
を
は
じ
め
て
、
も
う
５
年
が
経
ち

ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
、
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
な
ど
と
心
配
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
悩
み
は
あ
っ

と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
興
味
を
も
っ
た
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
、
な
ん
で

も
聞
い
て
き
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

普
段
ど
お
り
の
私
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
畑

仕
事
や
散
歩
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
で

町 民 会 館（ 63－1111） 4／22(月)、4／30(火)、5／7(火)、5／13(月)
図　書　館（ 63－0001） 4／22(月)、4／26(金)、4／30(火)、5／7(火)、5／13(月)
町民プール（ 56－8111） 4／22(月)、4／30(火)、5／7(火)、5／13(月)

この本は、私のお気に入りの１冊
です。けい子の入って行った森には、
かくれんぼうという名前の男の子が
住んでいました。そして、そこには、
リス、イタチ、シカなどの動物たち
が生活していました。本の中から動
物たちを見つけるのに、とてもワク
ワクします。

も
私
を
見
か
け
る
と
、
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
私
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

笑
顔
と
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
何
気
な
い
言
葉
で
す
が
、
心

の
こ
も
っ
た
そ
の
一
言
を
聞
く
と
、
私

も
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と
思

い
ま
す
。

で
も
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
に
心
配

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
体
力

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
幼
か

っ
た
こ
ろ
は
、
１
日
中
走
り
回
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
今
の
子
ど
も

た
ち
は
、
朝
か
ら
疲
れ
た
と
言
っ
て
座

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の

時
代
も
子
ど
も
は
無
邪

気
で
元
気
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

今
は
、
イ
チ
ゴ
作
り
の
ほ
か
に
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
作
り
や
漬
け
物
作
り
、
ウ
メ

の
ジ
ュ
ー
ス
作
り
な
ど
、
昔
か
ら
わ
が

ハッピネス・ヒル・幸田 
ホームページ 
http://www.happiness.kota.aichi.jp

町民会館、図書館、町民プール 

ハピルくん 

ふーちゃん 

ちゃっぷうくん 

「
あ
り
が
と
う
！
」

そ
の
一
言
が
、
う
れ
し
く
て

三浦春子さん
（市場区）

家
で
作
っ
て
い
る
も
の
を
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
い
ま
す
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
協
力
が
で
き
れ
ば
と
思

い
、
今
の
活
動
も
で
き
る
限
り
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

児
童
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
浦
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
イ
チ
ゴ

の
育
て
方
や
た
く
あ
ん
の
作
り
方
な
ど

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
難
し
い
け
ど
初

め
て
体
験
す
る
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

三
浦
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

三
浦
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
！

「もりのかくれんぼう」
末吉暁子著 偕成社

坂崎小4年

近藤綾美さん

この本読みました 図書館クイズに
挑戦しよう

とき　4月28日(日)～5月12日(日)
対象者 小学生
そのほか 全問正解者の中から、抽
選で20人に賞品を差し上げます。

深溝小

休館日
（4／16～
5／15）

各小中学校でボランティア活動としてご協力 
をいただいているかたを紹介していきます。 



卵の保存方法と 
ゆで卵づくりのウラ技 

知って得するくらしの 

「食品の優等生」といわれる卵。
値段が安く栄養価も高いという身
近で頼もしい食材です。
たんぱく質を筆頭に、脂肪、リ

ン、カルシウム、各種ビタミンなど、
人体に必要な栄養素がほぼまんべ
んなく含まれていて「完全食品」
とも呼ばれます。気になるコレス
テロールも、コレステロール値が
正常な人の場合は１日１個くらい
は大丈夫。むしろ欠かさず食べる
ほうが健康のためにいいのです。
卵はかなり長持ちする生鮮食品

ですが、生食する場合は、必ず容
器などに表示されている賞味期限
内であることを確認しましょう。
賞味期限内でも、殻が割れていた
りひび割れがあるものは生食を避
け、できるだけ早く加熱料理に使
ってください。また、冷蔵庫での
保存は、とがったほうを下にする
ほうが新鮮さを保てます。

さて、数ある卵料理の中でも最
も簡単で利用頻度も高いのがゆで
卵。黄身が中心にくるようにする
には、はしで転がしながらゆでる
方法が知られていますが、なべの中
でおちょこなどに立てたままゆで
る(卵のとがったほうを下に)とい
う方法も。転がす手間が省けます。
アルミホイルを三角すい型に巻

いて、なべの縁にクリップなどで
止め、その中に卵を割り入れてゆ
でれば三角すいのゆで卵ができま
す。コーヒーのペーパーフィルタ
ーを使えばさらに簡単。ファミリ
ーパーティーのオードブルなどに
どうぞ。
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「
待
し
と
る
」

小
学
校
も
き
ょ
う
か
ら
新
学
年
。

何
年
生
に
な
っ
て
も
相
変
わ
ら
ず
の

ね
ぼ
す
け
く
ん

に
、
つ
い
口
が

出
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…

「
あ
ん
た
、
は
よ
し
り
ん
よ
！
お
姉

ち
ゃ
ん
待
し
と
る

・

・

・

・

で
」

こ
の
「
待ま

し
と
る
」
は
「
待ま

ち
て

お
る
」
の
転
で
、
「
待ま

っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。

動
詞
の
連
用
形
に
接
続
助
詞
「
て
」

な
ど
が
つ
く
と
、
発
音
の
一
部
が
変

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

音
便
と
い
い
、
イ
音
便
、
ウ
音
便
、

促
音
便
、
撥
音
便

は
つ
お
ん
び
ん

の
４
種
類
が
一
般

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
待
ち・

て
」

は
、
一
般
に
は
「
待
っ・

て
」
と
促
音

便
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
地
方
で
は

「
待
し・

て
」
と
な
り
ま
す
。
同
じ
く

「
持も

っ・

て
」
と
促
音
便
に
な
る
「
持も

ち・

て
」
が
「
持も

し・

て
」
と
な
っ
た
り
、

音
便
の
な
い
「
落お

ち・

て
」
が
「
落お

し・

て
」
と
な
る
な
ど
、

シ
音
便

と
も

い
え
る
こ
の
現
象
は
、
こ
の
地
方
特

有
の
も
の
で
す
。

（
文
・
じ
ろ
ざ
）

３
月
号
は
、
子
ど
も
議
会
や
小
中
学
生

の
表
彰
な
ど
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
活

躍
し
て
い
る
記
事
が
多
く
、
と
て
も
頼
も

し
く
思
い
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

さ
ん
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
面
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
　
岩
堀
区
）

ー
ー
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
活
躍
に

は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

学
校
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
学
校
週
５
日
制
が

完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。
学
校
で
の
教
育

と
併
せ
、
地
域
の
か
た
が
た
の
教
育
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

ペンネーム
けんとくん

海外ボラン
ティア募集

 

募集内容
　 

　�青年
海外協力

隊（20歳
～39歳

） 

　�日系
社会青年

ボランテ
ィア 

　　（20
歳～39

歳） 

　�シニ
ア海外ボ

ランティ
ア 

　　（40
歳～69

歳） 

募集期間
　4月10

日(水) ～
 

　　　　
　5月20

日(月)  

問合せ　
JICA中

部国際セ
ンター 

　　　　
�052－

221－7
103
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そ
れ
っ
て

シ
ル
バ
ー
の
朝
市
？

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
作
業

開
始
時
間
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
８
時
前

に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
住

ん
で
い
る
会
員
さ
ん
は
や
っ
て

き
ま
す
。

あ
る
日
の
朝
、
数
人
の
お
達

者
会
員
さ
ん
た
ち
に
話
し
掛
け

て
み
ま
し
た
。

「
○
○
さ
ん
た
ち
、
早
い
出
勤

だ
ね
え
。
ま
だ
８
時
前
だ
よ
」

「
家
に
い
た
っ
て
よ
だ
り
い
が

ん
。
だ
で
早
く
く
る
だ
よ
」

「
み
ん
な
は
家
が
近
く
だ
で
、

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
と
れ
ば
い

い
の
に
」

「
ほ
れ
が
あ
か
ん
だ
よ
。
作
業

所
が
私
た
ち
を
呼
ん
ど
る
だ

で
」

「
ほ
う
か
ん
、
作
業
所
が
寂
し

い
で
、
早
よ
来
い
・
早
よ
来
い

っ
て
呼
ん
ど
る
か
ん
」

「
ほ
だ
よ
、
呼
ん
ど
る
だ
よ
。

わ
し
ら
も
こ
こ
に
来
る
の
が
楽

し
い
し
、
な
ん
た
っ
て
、
仕
事

前
の
ひ
と
時
が
最
高
だ
よ
」

「
最
高
っ
て
、
早
く
来
て
、
み

ん
な
で
何
し
と
る
だ
ん
」

「
ほ
り
ゃ
あ
、
い
ろ
ん
な
物
を

持
ち
寄
っ
て
交
換
し
と
る
だ
が

ん
。
こ
れ
見
り
い
、
家
で
取
れ

た
野
菜
！
」

「
見
事
な
野
菜
だ
ね
え
。
ほ
い

で
○
○
さ
ん
は
、
何
持
っ
て
き

た
だ
ん
…
」

会
員
さ
ん
た
ち
は
、
得
意
げ

な
顔
で
持
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

も
の
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
前
の
ひ
と
時
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
朝
市
み
た
い
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
気
張
っ
て
シ
ル
バ
ー
の
朝

市
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
月
号
か
ら
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
。

メ
ー
ン
は
カ
レ
ン
ダ
ー
や
当
直
医
な
ど
が

掲
載
し
て
あ
る
「
く
ら
し
の
便
利
帖
」
の

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
当
直
医
を
探
し
や
す
い

ペ
ー
ジ
に
と
の
声
か
ら
、
裏
表
紙
を
開
い

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、

環
境
だ
よ
り
・
１
１
９
だ
よ
り
の
後
が
ま

と
し
て
、
ま
ち
の
先
生
が
ス
タ
ー
ト
。
あ

と
、
今
読
ん
で
い
て
分
か
る
よ
う
に
、
編

集
者
の
ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と
も
少
し
ボ
リ

ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
。
▽
皆
さ
ん
の
意
見
で

「
広
報
こ
う
た
」
も
進
化
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ｊ
）

▽
昨
年
の
春
、
突
然
花
粉
症
に
な
っ
た
。

朝
起
き
る
と
く
し
ゃ
み
を
連
発
し
、
マ
ス

ク
が
手
放
せ
な
く
な
っ
た
。
こ
と
し
は
甜

茶
が
い
い
と
聞
い
た
の
で
、
３
月
に
な
っ

て
か
ら
飲
み
だ
し
た
が
遅
き
に
失
し
た
感

が
あ
り
見
事
に
発
病
し
た
。
そ
し
て
今
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
と
直
る
と
聞
き
毎

朝
食
べ
て
い
る
。
▽
取
材
で
マ
ス
ク
し
て

い
る
の
が
い
た
ら
私
で
す
。
風
邪
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
近
寄
っ
て
も
う
つ
り
ま
せ

ん
。（
Ｕ
）

小
こ

林
ばやし

雅
まさ

樹
き

さん

横落区在住　22歳　自動車整備士
身長　170㌢　Ｏ型
好きなタイプ　女の人
好きな芸能人　ガンダム

幸田はいいね～。
自分はスポーツ好きな人間で、バレー

ボールを毎週やっています。スノーボー
ドも好きなのですが、行き帰りに時間が
かかるのが嫌いです。あと、ものすごく
ガンダム(アニメ)にはまっていて、部屋
にはいっぱいのガンダムたちがいます。
今はガンダムにはまっていますが、や

りたいことはまだまだ山ほどあります。
例えば、スカイダイビングや橋の上から
のバンジージャンプです。若いうちにい
ろいろな体験をしたいです。
夢は、小林自動車設立で、幸田町民の

かたがたぜひお越しくださいね。夢のま
た夢なのですが…。
★ガンダムを愛している人募集！
ジークジオン。

掲載写真をプレゼント。
希望者は企画情報課まで。

第
１０９
走
者 

「
某
月
某
日
」 

マスコットの「銀イチロー・銀子」
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親子で笑い、
親子で楽しむ
親子ふれあいひろば〈3/9〉

町民会館あじさいホールで、人形
劇「ブレーメンの音楽隊」(あけぼ
の第１幼稚園あけぼのありんこ座)
が行われ、参加した親子196人のか
たがたは、「人形がかわいらしく、
内容もとても楽しかったです」など
と話していました。また、当日は、子
育てネットワーカーによるクイズ形
式の劇「ハリーポッタリアン」も行わ
れ、会場内は笑い声で覆われました。

あなたにとどけたい
絵手紙講座〈3/6・13・20・27〉

絵の描き方や消しゴム印の作り方な
どを学ぶ絵手紙講座(計4回)を図書館
で開催し、20人のかたがオリジナル
絵手紙作りに挑戦しました。取材当日
は、はがきにレモンやトマトなどの絵
を思い思いに描き、講師の伊藤敏子先
生から色使いやバランスなどの指導を
受けていました。受講者は、「初めて
挑戦したのですが、とても面白いので、
これからも続けていきたいです。今回
作ったはがきは、夫に出そうと思って
います」と話していました。

いかなる状況にも
消防団出動訓練〈3/3〉

春の火災予防運動にあわせ行われ
た消防団出動訓練。今回は、昼間の
火災を想定し、交通量の多い時間帯
で、いかに迅速にかつ安全に行動が
できるかを訓練しました。火災現場
となった菱池字小牧地内でも、一人
ひとりが決められた任務を的確に行
い、消火活動の訓練に務めていまし
た。参加した消防団員は、「その状
況に応じて、的確な消火活動ができ
るよう、これからも訓練に励んでい
きたいです」と話していました。
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舞台に舞う
こうた女性大会〈3/16〉

健康な明るい家庭と連帯感にあふれた
住みよいまちを目指し活動を行っている
こうた女性の会。その女性の会によって、
こうた女性大会が町民会館つばきホール
で行われました。大会は、総会、アトラク
ション、ブライダルショーが行われ、アト
ラクションのマジックショーでは、幻想
的な空間に来場者は驚きの声を上げ、ま
た、恒例となったブライダルショーでは、
純白のドレスや色鮮やかな衣装に身を包
んだモデルさん（町内にお住まいのかた）
に、多くのかたが見とれていました。

◆◆◆岡崎市◆◆◆

ゆく春のうた「竹久夢二展」

明治末から大正にかけて、日
本中の若者の心を捉えて止まら

◆◆◆額田町◆◆◆

くらがり・かおれ渓谷
新緑まつり
新緑シーズンの到来で、くら

がり渓谷やかおれ渓谷では、美
しい新緑や満開の桜といったす
ばらしい景観が楽しめます。
新緑まつりの期間中、各種イ

ベントを開催します。
●写生大会
春のくらがり渓谷を描いてみ

ませんか。優秀作品は表彰し、
展示紹介します。
期間 4月28日(日)～5月6日(月)
ところ くらがり渓谷観光案内所
●ちびっこマス釣り大会

5月5日(祝)
ところ くらがりマス釣り場
問合せ 碧水会　 83－2057
●日近の里こいのぼり揚げ

4月27日(土)～5月17日(金)
ところ かおれ渓谷
問合せ 形埜地区協議会

84－2040

ない作品を矢継ぎ早に発表、一
般民衆に絶大なる支持を受けた
時代の窮児、竹久夢二。今回の
展覧会では、日本画・油彩・水彩
をはじめ、あまり紹介されるこ
とがなかった外遊作品、文学と
も深くかかわった資料も含め、
総点数約250点をご覧ください。

4月20日(土)～5月26日
(日) 午前10時～午後6時(入
館は午後5時30分まで)

ところ 岡崎市美術博物館
観覧料 一般：800円　小中学
生：400円

休館日 毎週月曜日　＊4月29
日、5月6日は開館、4月30
日、5月7日は休館します。

問合せ 岡崎市美術博物館
28－5000

岡崎市・幸田町・額田町の広域情報 

Vol.7 2002
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5月の保健センター行事 
�62－1111〈内線183〉 
�62－8158（直通）　 
 
 

＊各種相談は、電話でも随時受け付けしています。必要時には、家庭訪問指導も行います。 
＊離乳食講習会に赤ちゃんの同伴は必須事項ではありません。 
＊乳幼児健診、母乳相談、育児相談、離乳食講習会、すくすく赤ちゃん教室、歯科健診に
は、必ず母子健康手帳をお持ちください。 

行　事 

健　診 

相　談 

日/曜 受付時間 備　　　　　　考 

離乳食講習会 14（火） 午後1時 
　～1時30分 

対象：生後2～4か月児の母 
内容：離乳食の作り方・試食 

母 乳 相 談 

成人健康相談 

育 児 相 談 

１（水） 午後0時45分 
　～1時45分 

２（木） 
午後1時～2時 
集団の話 

（1時～1時15分） 

午後1時～2時 
集団の話 

（1時～1時15分） 

午後1時～2時 
集団の話 

（1時～1時15分） 
23（木） 

午後1時～2時 

16（木） 

10（金） 

16（木） 

21（火） 

８（水） 
22（水） 

内容：歯科健診、歯みがき指導、 
　　　フッ素塗布 

内容：身体測定、歯科・内科健診、 
　　　集団の話、個別相談 
フッ素塗布 
 

内容：尿検査、身体測定、歯科・内科健診、 
　　　個別相談 

内容：身体測定、内科健診、集団の話、 
　　　個別相談 

内容：身体測定、内科健診、集団の話、 
　　　個別相談 
神経芽細胞腫検査用紙の配布 
 

対象：妊婦、生後2か月までの母子 
内容：妊娠中の母乳の自己管理の方法、 
　　　乳房マッサージ、個別相談 

対象：乳幼児 
内容：保健婦、栄養士による健康相談・ 
　　　身体測定 
 

健康に関すること全般 
（栄養相談も含む） 

すくすく赤ちゃん教室 31（金） 

10（金） 
17（金） 
24（金） 
31（金） 

午前9時30分 
　～10時 

対象：1歳未満児とその保護者 
内容：赤ちゃん体操・話し合い 

エアロビクス 

2 歳 児 歯 科 
健　　　　診 
12年4月生の幼児 
および、その保護者 

1歳6か月児 
健　　　　診 
（12年10月生） 

10 か 月 児 
健　　　　診 

（13年6月16日生～7月15日生） 

4か月児健診 
（14年1月生） 

3 歳 児 健 診 
（11年4月生） 

誰でもできる 
健 康 体 操 

毎月曜 
（祝日除く） 

午前10時 
　～11時30分 

年齢を問わず参加できるウォーキング中心 
の体操です。老若男女参加は自由、無料。 

午前10時 
　～11時30分 

午前9時30分 
　　　～11時 

午前9時30分 
　　　～11時 

物忘れ相談 21（火） 
対象：忘れっぽくなったことを心配しているかた 
内容：痴呆予防相談（予約制） 

午前10時 
　～11時30分 

母子健康手帳交付 毎月・木曜 
（祝日除く） 

内容：母子保健に関する相談 
　　　妊娠届出書をお持ちください。 

午前9時 
　～11時30分 

午前9時30分 
　　　～11時 

初心者向けです。 
効果的な歩き方や健康によい姿勢を学び 
ます。 

（ ） 
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6月30日までの出生者／平成12
年12月31日以前の出生者で7歳6
か月未満の未接種者
通知 4月下旬に郵送します。
接種方法 3種混合は3～8週の間
隔で3回接種します／2種混合(百
日せきにかかったかた)は、4～6
週の間隔で2回接種します／通知
書に同封の指定医療機関に予約し
て受けてください。
●麻しん予防接種
接種期間 5月１日～平成15年2月
28日
対象者 平成13年１月１日から同
年4月30日までの出生者／平成
12年12月31日以前の出生者で７
歳6か月未満の未接種者
通知 4月下旬に郵送します。
接種方法 通知書に同封の指定医療
機関に予約して受けてください。
問合せ 保健環境課健康係(内線183)

すくすくこうたっ子講座に
参加しませんか

とき 5月17日(金) 午後１時30分
～2時30分
ところ 保健センター
内容 春から夏の乳幼児の病気とそ
の対処
講師 冨田博氏(とみた小児科院長)
対象者 乳幼児とその親
定員 20人 ＊先着順
参加費 無料
申込み 4月22日(月)から5月10日
(金)までに、保健環境課健康係(内
線183)へお申し込みください。

４月の神経芽細胞腫
しゅ

検査

平成13年10月生まれの子どもを
対象に、神経芽細胞腫検査を行いま
す。4か月児健診で配布した「ろ紙」
に尿を湿らせて、愛知県健康づくり
振興事業団へ郵送してください。
問合せ　岡崎保健所　 22－2501



実 施 期 間 

実 施 期 間 

■平成14年度 各種検針予定表 

対 象 者 

対 象 者 

個人負担金 

個人負担金 

会　　　場 

会　　　場 

内　　　容 

内　　　容 

注 意 事 項 

注 意 事 項 

保健センター会場：7月～8月 　 
公衆衛生センター会場：6月～1月 　 

１９歳以上で幸田町に住所のあるかた 

１９歳以上で幸田町に住
所のあるかた 

１９歳以上で幸田町に住所
のあるかた 

１９歳以上で幸田町
に住所のあるかた 

６００円 

視診・触診 

子宮頸部検診:１,０００円 
子宮頸部･体部検診:１,４００円 

子宮頸部細胞診および内診、
必要に応じコルポコープ
検査、子宮体部細胞診 

保健センター 
岡崎市医師会公衆衛生センター 

胃、大腸がん検診、胸部レントゲン、血液検査、腹部
エコー、骨粗しょう症検診(女性のみ)、前立腺がん検
診(男性のみ)、眼底、眼圧、心電図、肺機能検査など 

胃部レントゲン検査、 
2日間便潜血反応検査 

2会場で行います。会場を選んでください。公衆衛
生センターで人間ドックを受けられる女性は、それ
と同時に乳がん、子宮がん検診を受けることができ
ます(検査当日に希望をお聴きします)。 

人間ドックを受けられる
かたは、申し込まないで
ください(人間ドックに含
まれています)。 

6月～2月 

9月 

保健センター 

１９歳以上で幸田町に住所のあるかた 

２,０００円(乳がん：１,０００円、子宮がん：５００円    
骨粗しょう症:５００円)    

乳がん:触診、超音波断層撮影　子宮がん：細
胞診(子宮頸部)　骨粗しょう症：超音波断層
撮影 

公衆衛生センターで人間ドックを受けられる
かたは、それと同時に乳がん、子宮がん検診
を受けることができます(検査当日に希望を
お聴きします)。公衆衛生センターで受けられ
るかたは、こちらには申し込まないでください。 

子宮体部がん検診の対象者は、6か月以内に不
正性器出血があったかたで、年齢５０歳以上･閉
経以後･未妊婦で月経不規則のいずれかに該当
するかたです。 

9月 6月～12月 6月～12月 

指定医療機関 指定医療機関 保健センター 

4月1日現在、４０･４５･５０･５５･６０･６５･７０歳
のかたで、幸田町に住所のあるかた   

頭部MRI、MRA(磁気共鳴画像診断法） 

対象年齢以外のかたは受けることができ
ません。 

１万５，０００円 

岡崎市医師会公衆衛生センター 

３５歳以上で幸田町に住
所のあるかた  

6月～1月 

１万円 

胸部レントゲン撮影、胸
部ヘリカルCT撮影、喀
痰検査(3日法)

定員１００人  

人 間 ド ッ ク  脳 ド ッ ク  肺 ド ッ ク  

胃・大腸がん検診 女性（乳、子宮、骨粗しょう症）検診 子宮がん検診 乳がん検診 

希望者�乳がん：１,０００円、子宮がん：５００円 
　　　　骨粗しょう症:５００円 

７,０００円 （ ） 

（ ） １,０００円 胃がん：６００円、 
大腸がん：４００円 
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各種検診を受けましょう

人間ドック、脳ドック、肺ドック、
各種がん検診など(各種検診実施予
定表のとおり)の申し込みを受け付
けます。ご希望のかたは、各区から
回覧される申込書に必要事項を記入
してお申し込みください。
申込期限 4月30日(火)
注意事項
①会社などで検診する機会のあるか
たは、そちらを優先してください。
②各種検診は、年度内に１回の受診
に限ります。
③人間ドックを受けられるかたは、
住民検診は受けられません。

①生活保護法による被保護世帯に属
するかた
②町民税非課税世帯に属するかた
③満70歳以上のかた(4月１日現在)
＊脳ドック、肺ドックについては、
個人負担金が必要です。
④昭和7年から11年生まれで、身体
障害3級以上のかた
問合せ 保健環境課健康係(内線183)

予防接種を受けましょう

●3(2)種混合予防接種
接種期間 5月１日～平成15年2月
28日
対象者 平成13年5月１日から同年

④がん検診などは、一つ(例えば、
乳がん検診のみ)でも受けること
ができます。人間ドックには、胃
がん、大腸がん、骨粗しょう症検
診(女性)が含まれています。

⑤ことしから、4月１日現在で40歳、
45歳、50歳、55歳、60歳、65
歳、70歳のかたで人間ドックを
ご希望のかたは、Ｃ型肝炎の検査
ができます。

⑥検診の詳しい日程などについて
は、後日個人通知します。

個人負担金
次の①～④に該当するかたは、個

人負担金を免除します。受診前に保
健環境課健康係に申し出てください。

テレホン 
サービス 24

当直医を知りたいときは 
ミンナノヤクバイチバン 

�0120-378981
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介護保険被保険者証
交付説明会を行います

満65歳になられると介護保険の
第１号被保険者となりますので、被
保険者証を交付し、介護保険制度の
説明を行います。
とき 5月1日(水) 午前10時～11時
ところ 保健センター　視聴覚室
対象者 昭和12年5月2日から同年
6月1日生まれのかた
持ち物 筆記用具　＊介護保険料の
口座振替を希望される場合は、預
金通帳と届出印をご持参ください。
問合せ 福祉介護課介護保険係(内
線126)

介護保険利用料の
軽減制度が始まります

今までは、要支援･要介護と認定
されたかたが、介護サービスを利用
した費用額の１割を負担していただ
いていましたが、４月利用分からは、
低所得者に限り、負担額の半額を還
付する制度が開始します。
対象者 世帯全員について市町村民
税の課税がないかた／世帯全員の
前年の収入が149万円以下(高齢者
独居世帯の場合は94万円)のかた
軽減額 利用料として支払った額の
2分の１
軽減の手続き 毎年5月末までに、
資格認定申請を福祉介護課へ提出
し、対象者としての認定を受けます。
手続きに必要なもの 収入を証明す
る書類(年金証書、源泉徴収票など)
問合せ 福祉介護課介護保険係(内
線125)

精神保健福祉手帳を
お持ちのかたへ

精神保健福祉手帳をお持ちのかた
に、4月分から心身障害者扶助費を
支給することになりました。
4月1日現在、手帳を所有してい

るかたは、4月分から扶助費を支給
しますので、8月30日までに申請手
続きをしてください(新規手帳取得
者などのかたは、扶助費申請月から

の支給となります)。
申請に必要なもの 精神保健福祉手
帳、認印、本人名義の通帳(郵便
局以外のもの)

対象にならないかた　介護人が在宅
介護手当受給者／施設入所者／65歳
以上で手帳を取得されたかた(手帳等
級変更の場合、支給額変更なし)／
65歳以上で幸田町に転入されたかた

問合せ 福祉介護課福祉係(内線124)

福祉タクシーに助成します

身体障害者手帳または療育手帳を
お持ちのかたで、日常生活において
外出の便宜を図るためにタクシーを
利用された場合は、料金の一部を助
成します。
対象者 上肢、下肢、体幹、視覚お
よび聴覚障害者で、1から3級お
よび内部障害者１級のかた／療育
手帳のＡまたはＢ判定のかた　＊
県条例の自動車および町条例の軽
自動車の減免を受けているかたは
除きます。

助成内容 基本料金および送迎料金
(月4枚程度)

申請に必要なもの 身体障害者手帳
または療育手帳、印鑑

問合せ つどいの家　 63－2941

住宅金融公庫から

住宅金融公庫では、廃止･事業縮
小という点だけが大きく取り上げら
れ、多くのかたから不安の声が寄せ
られていますが、本年度も公庫ロー
ンの申し込み受け付けは引き続き行
います。
また、すでに公庫をご利用いただ

いているかたの返済条件を一方的に
変更することもありませんので、今
後も安心して公庫ローンをご利用く
ださい。
問合せ 住宅金融公庫名古屋支店

052－263－2900

寄付ありがとうございます(敬称略)

社会福祉協議会へ フタバ産業(株)
幸田工場　金6,130円

加藤　万裕
ま ひ ろ

長谷部柚人
ゆ い と

藪田　航輝
こ う き

安藤　佑悟
ゆ う ご

朝倉　愛唯
め い

榊原　真優
ま ゆ

市川　真登
ま な と

水野はるか
関谷有希子

ゆ き こ

日　　佑馬
ゆ う ま

佐々木　麗
れい

飯田　早紀
さ き

林 諒真
りょうま

竹本　駿佑
しゅんすけ

田畑　　岬
みさき

林 勇希
ゆ う き

小玉　琴音
こ と ね

杉浦　　温
はる

三好　風輝
ふ う き

三矢　七虹
な な こ

森 文音
あ や ね

平岩　千乃
ゆ き の

仲原　日菜
ひ な

杉浦　颯真
そ う ま

池田　凌雅
りょうが

金城　怜央
れ お

浅沼　夢帆
ゆ め ほ

利明
伸悟
哲也
伸治
正一
隆志
兼次
光浩
克郎
健一
芳樹
裕
大介
義憲
健
敏和
達生
慎次
真志
洋介
智喜
伸尚
進二
豊
裕史
清治
智能

須美
大草
岩堀
大草
鷲田
高力
芦谷
須美
岩堀
市場
芦谷
岩堀
大草
岩堀
芦谷
岩堀
岩堀
大草
長嶺
市場
市場
坂崎
六栗
大草
横落
市場
芦谷

伊 藤 泰 次
杉 浦 　 巳
加 藤 元 子
手 嶋 賢 治
藤原小太郎
稲吉み江子
糟 谷 　 榮
山下あきよ
村 越 　 榮
楠 本 末 一

87
63
84
86
75
77
89
80
88
85

伊 藤 太 石
杉 浦 正 男
加 藤 　 三
手 嶋 　 勝
藤 原 康 夫
稲 吉 栄 二
糟 谷 静 子
山 下 拓 哉
村 越 通 人
楠 本 泰 伸

里
大草
坂崎
永野
上六栗
市場
桐山
里
坂崎
大草

幸田町役場　 62ｰ1111

戸籍異動 2月届出分 （順不同・敬称略） 

おめでとうございます

出生児　　　 保護者　　 区

おくやみ申し上げます

死亡者 年齢　 世帯主　　 区

＊プライバシー保護のため、希望者のみ掲
載しています。掲載希望のかたは、届け出
時に住民児童課にお申し出ください。

人口動態【14.3.1現在】 

総人口　33,751人（前月比 ＋１００人） 
　内男 　16,977人　女　16,774人 
世帯数　10,528戸（前月比　＋５１戸） 

 2月中異動 
出　生　39人（男 ２０人　女１９人） 
死　亡　16人（男 １１人　女 ５人） 
転　入 164人（男 ７８人　女８６人） 
転　出　87人（男 ４３人　女４４人） 



の防止、カウンセリング実習など
対象者 子育てグループで活動して
いるかた／子ども会･ＰＴＡなど
の指導者またはその経験者

定員 50人程度(西三河管内)
申込み 4月8日(月)から5月2日
(木)までに、生涯学習課生涯学習係
(内線414)へお申し込みください。

これでわが家も花畑！
四季のガーデニング教室

とき 5月18日(土) 午前10時～正午
ところ さくら会館
内容 秋まで楽しめる寄せ植え、さ
し木･さし芽のコツ

対象者 町内在住･在勤者
定員 20人 ＊応募者多数時は抽選
受講料 無料　＊材料費(1,500円)
が必要になります。

講師 日野忠雄氏
申込み 4月30日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線413)へお
申し込みください。

高齢者交通安全推進員を募集！

募集人員 36人 ＊岡崎警察署管内
で勤務していただくかたは2人です。

雇用期間 6月17日～12月13日
勤務時間 週5日(月～金曜日)で午
前9時～午後5時15分 ＊場合によ
っては、土･日曜日出勤もあります。
勤務内容 高齢者およびその家族に
対する交通安全指導、アンケート
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歴史と文学講座で
万葉の世紀を学びませんか

とき 5月25日から6月29日までの
毎週土曜日(全6回) 午後１時30
分～3時30分
ところ さくら会館　研修室1
定員 40人 ＊応募者多数時は抽選
受講料 無料　＊バス見学時の昼食
代は自己負担となります。
講師 水野武至氏(生涯学習支援指導者)
申込み 4月23日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線414)へお
申し込みください。

シルバースクールではつらつ人生

料理やスポーツ、バス見学など、
みんなでワイワイ過ごしましょう。
とき 5月から翌年2月までの毎月
１回(全10回) 午前10時～
対象者 町内在住者で60歳以上のかた
定員 60人程度
受講料 無料　＊内容により自己負
担があります。
申込み 4月23日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線413)へお
申し込みください。

子育てネットワーカー
養成講座に参加しませんか

日程 5日間(6･7･8･9･12月の平日)
ところ 西三河総合庁舎など
内容 家庭教育の諸問題、児童虐待

調査、夜間反射材着用の啓発など
応募資格 20～64歳のかた
応募期間 4月15日(月)～5月2日(木)
応募方法 「交通安全について思う
こと」を400字詰め原稿用紙にま
とめ、履歴書(6か月以内に撮影し
た写真を添付)を添えて、(財)愛知
県交通安全協会へ郵送(締切日消
印有効)またはご持参ください。
〒462－0021 名古屋市北区成
願寺一丁目6番50号
問合せ (財)愛知県交通安全協会

052－981－7587

緑化木の無料配布を行います

緑化に対する理解を深め、明るい
まちづくりを推進するために、４月
１日から５月31日までの間、県下
一斉に「春の緑化推進運動」が展開
されます。
●緑化木無料配布
とき 4月26日(金) 午前9時～
ところ 役場玄関前
種類 オリーブ、ブルーベリー ＊先着順
●緑の募金運動
地域、職場、学校、公共施設など

の緑化をはかり、緑化環境の向上の
ための募金を行います。皆さんのご
協力をお願いします。
問合せ 産業課農政係(内線215)

対象者 幸田町･西尾市に在住の小学校高学年
(新4～6年生)
定員 40人　＊応募者多数時は抽選
参加料 1,000円　＊保険代、配布物代
申込み 4月12日(金)までに、往復はがきに
①～⑦項目を記入し、㈱デンソー総務部企
画室環境プログラム窓口(〒448－8661 刈
谷市昭和町１－１)へお申し込みください。
①氏名(1枚に2人まで応募可能、保護者氏
名も記入) ②新学年(年齢) ③学校名　④
性別　⑤住所　⑥電話番号　⑦応募理由
＊返信用には返送先の郵便番号、住所、氏
名をご記入ください。
そのほか 食事は各自で持参してください。
問合せ ㈱デンソー総務部企画室
0566－61－5475

環境教育プログラムECOレンジャー21参加者募集！
身近な自然を探検し、暮らしの中で考える地球問題をリーダーや

友だちと体験しながら学びましょう。

西尾いきものふれあい
の里  ＊現地集合 
デンソー善明工場敷地
内ビオトープ、平原近
辺(西尾市)＊現地集合 
西尾いきものふれあい
の里　＊現地集合 
デンソー善明工場 
＊現地集合 
西尾いきものふれあい
の里　＊現地集合 

5月18日(土) 
午前10時～午後3時 
6月8日(土) 
正午～午後8時 
 
7月20日(土) 
午前10時～午後3時 
9月7日(土) 
午前10時～午後3時 
10月19日(土) 
午前10時～午後3時 

葉っぱのフシギ 
 
水辺の生き物調べ・ 
ゲンジボタルの観察 
※親子参加予定 
川で遊ぼう 
 
ソーラーカーを 
作ろう 
どんぐりの世界 

■テーマ・とき・ところ 
回 

1

2

3

4

5

テ　ー　マ と　　　き と　こ　ろ 
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●行政相談（電話相談可）
と　き 4月17日(水) 午前9時～正午
ところ 福祉サービスセンター
問合せ 総務課行政係（内線335)

＊電話相談の場合は、近藤
博見氏( 62ー2056)へ。

●法律相談（予約制）
と　き 4月11日(木) 午後1時～3時
ところ 役場3階301会議室
問合せ 住民児童課戸籍住民係（内

線112）
●心配ごとお気軽相談
と　き 毎週水曜日 午前9時～正午
ところ 福祉サービスセンター
問合せ 社会福祉協議会

62ー7171
●少年相談（FAX・Eメール相談可）
と　き 毎週火・水・金曜日

午前9時～午後5時30分
ところ 中央公民館内少年相談室
問合せ 少年相談室

TEL・FAX 63－1188
E-mail soudan@sun-inet.or.jp
●身障者・知的障害者相談
と　き 身障者相談：

毎月第1・3火曜日
知的障害者相談：
毎月第2・4火曜日

共に午前10時～午後3時
ところ つどいの家相談室
問合せ つどいの家　 63ー2941
●女性相談
と　き 毎月第1・4水曜日

午前10時～午後4時
ところ 福祉サービスセンター
問合せ 福祉介護課福祉係(内線124)
●母子家庭相談
と　き 毎月第1・2・3月曜日　　　

午前10時～午後4時30分
ところ 福祉サービスセンター
問合せ 福祉介護課福祉係(内線124)
●子育て相談（訪問相談可）
と　き 月～金曜日 午前8時30分

～午後5時／土曜日　午前
8時30分～正午

ところ 子育て支援センター
問合せ 子育て支援センター

62ー8333
●子育て出張相談
と　き 毎月第2・4水曜日

午前10時～11時30分
ところ 横落児童館
問合せ 子育て支援センター

62ー8333
●こども相談
と　き 第2水曜日 午前10時～午後4時
ところ 福祉サービスセンター
問合せ 福祉介護課福祉係(内線124)

毎月の相談

申込み 5月9日(木)までに、生涯学
習課スポーツ係(内線411)へお申
し込みください。

ソフトテニス教室に参加しませんか

とき 5月13日から毎週月曜日(全8
回) 午前9時30分～11時30分
ところ 文化公園テニスコート
定員 30人　＊先着順
受講料 無料
申込み 5月7日(火)までに、生涯学
習課スポーツ係(内線411)へお申
し込みください。

太極拳で健康づくり

とき 4月から翌年3月までの毎週
水曜日　午前9時30分～11時
ところ 中央公民館　中ホール
対象 町内在住･在勤者
定員 約100人　＊先着順
受講料 無料
講師 土田庄比知氏
申込み 住民児童課国保年金係(内
線115)で随時受け付けます。

健康体操講座で
仲間と楽しく運動を

とき 5月10日から7月12日までの
毎週金曜日(全10回) 午後1時30
分～3時

ところ 芦谷公民館
定員 30人 ＊応募者多数時は抽選
受講料 無料
講師 太田孝子さん(日本3Ｂ体操協
会指導士)

申込み 4月23日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線414)へお
申し込みください。

肩こり・腰痛に効果的
中国気功を習いませんか

とき 5月13日から7月15日までの
毎週月曜日(全10回) 午後1時30
分～3時

ところ 鷲田公民館
定員 25人 ＊応募者多数時は抽選
受講料 無料
講師 田中利枝子さん(生涯学習支
援指導者)

申込み 4月23日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線414)へお
申し込みください。

幸田町役場　 62ｰ1111

時間 午前10時30分～11時30分
ところ さくら会館とその周辺
対象者 入園前の乳幼児とその親
定員 各20組＊応募者多数時は抽選
受講料 無料 ＊内容により実費徴収
講師 子育てネットワーカー

申込み 4月23日(火)までに、生涯
学習課生涯学習係(内線414)へお
申し込みください。

そのほか 下のお子さんを連れてき
てもかまいません。申し込み時に
お知らせください。

■日程・内容 

はじめましての会 
おさんぽ 
うんどうかい 
お茶べり会 
ボールであそぼう＋ママの企画 
音であそぼう＋ママの企画 
どろんこあそび＋ママの企画 
あわであそぼう 
水あそび 
たなばた 
おわりの会 

5月 9 日（木） 
5月16日（木） 
5月23日（木） 
5月24日（金） 
5月30日（木） 
6月 6 日（木） 
6月13日（木） 
6月20日（木） 
6月27日（木） 
7月 4 日（木） 
7月11日（木） 

5月10日（金） 
5月17日（金） 
 
 
5月31日（金） 
6月 7 日（金） 
6月14日（金） 
6月21日（金） 
6月28日（金） 
7月 5 日（金） 
7月12日（金） 

回 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

パンダグループ コアラグループ 内　　　　　容 

＊パンダ・コアラグループ合同開催 
＊パンダ・コアラグループ合同開催 
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時間 芸能は午後1時～2時、せん
茶は午前10時～正午
問合せ 老人福祉センター

62ー7224

町民プールの
トレーニング室と会議室を
午前から開館します

昨年４月から試行的に、トレーニ
ング室と会議室を午前10時から開
館してきましたが、この４月から本
格的にスタートします。
開館時間 平日、土曜日、祝日：午
前10時～午後9時／日曜日：午前
10時～午後6時
問合せ 町民プール　 56－8111

レディースバドミントン大会に
参加しませんか

とき 5月12日(日) 午前9時～
ところ 中央小学校体育館
競技方法 ダブルス、トーナメント戦
＊1セット11点、3セットマッチ、
2セット先取方式
申込み 5月9日(木)までに、生涯学
習課スポーツ係(内線411)へお申
し込みください。

ユニバーサルホッケー指導者
講習会に参加しませんか

とき 5月12日(日) 午前9時～
ところ 勤労者体育センター
受講料 無料
申込み 当日会場で受け付けます。
問合せ 生涯学習課スポーツ係(内
線411)

卓球教室に参加しませんか

とき 5月12日から6月30日までの毎
週日曜日(全8回) 午後7時～9時
ところ 幸田中学校卓球場
定員 30人　＊先着順
受講料 2,000円

中学生以下を対象に
プールを無料開放します

「子どもの日」にちなみ、町民プ
ールを無料開放します。
とき 5月3日(金)～5日(日)
対象者 中学生以下　＊町内･町外
は問いません。

利用方法 無料開放期間中、来場さ
れた中学生以下のかたに、受け付
けで当日の入場券をお渡しします。

注意事項 日常、オムツを使用して
いる乳幼児は入場できません／小
学3年生以下のお子さんは、保護
者(18歳以上)の付き添いが必要で
す(付き添いできる人数は、保護
者1人につき2人まで)／保護者は
入場料金(一般大人１人500円／
回)が必要です。

問合せ 町民プール　 56－8111

わくわくあそびランドで
楽しい時間を

とき・ところ 5月7日(火) わしだ
保育園(長嶺･久保田･坂崎･大草･
高力･鷲田･新田)／14日(火) 菱
池保育園(岩堀･横落･荻･芦谷･幸
田･桜坂)／21日(火) 上六栗保育
園(里･市場･海谷･逆川･野場･永
野･須美･六栗･上六栗･桐山) 午
前10時～11時

内容 体を動かしてあそぼう
対象者 入園前の乳幼児とその親
参加費 無料
申込み 当日会場へお越しください。
問合せ 子育て支援センター
62－8333

今月の老人福祉センター行事

日程 4月3日(水) せん茶の会／
16日(火) 民踊きさらぎ会／19
日(金) 水仙の会／24日(水) 民
踊友の会／26日(金) 民踊三藤
会／30日(火) 民踊永野会／5月
7日(火) 民踊山峰会

　　　　　件数（人数）　累計【1～2月】 

死　亡　０（０）　０（０）

重　傷　０（０）　０（０）

軽　傷　19（21）　33（37）

物　損　84　　　　 0

　　　　　　　件数　　累計【1～2月】 

侵入犯　　　9　　　 16 

車両盗　　 13　　　 31 

そのほか　　 46　　　 75 

合　計　　 68　　　122 

　　　　　　　件数　　累計【1～2月】 

建　物　　 ０　　　　１ 

林　野　　 ０　　　　０ 

そのほか　　 ０　　　　２ 

合　計　　 ０　　　　３ 

　　　　　　　件数　　累計【1～2月】 

急　病　　 54　　　　118 

交　通　　 11　　　　16 

そのほか　　 18　　　　40 

合　計　　 83　　　　　174

今月の税金と料金納付 

2月の事故・犯罪状況 

便利な口座振替の利用を！ 
（申請は税務課または町内金融機関で） 

 

2月の火災・救急件数 

〇固定資産税………………第１期 

〇軽自動車税………………全　期 

〇介護保険料………………第１期 

〇保育料……………………４月分 

〇し尿くみ取り手数料 
　　　……………１・２・３月分 
 

＊納入期限…………4月30日（火） 

事
故 
犯
罪 

火
災 

救
急 

 



▼ 診療時間（午前９時～正午・午後２時～６時） 

当直医 

粗大ごみ 
収集日 

■受付時間 
　平日／午前9時～正午 
　土日／午前9時～午後3時 
　  正午から午後１時までは昼休憩です。 

委託搬入電話 
受付日 

粗大ごみ収集日 

● 
ホームセンター 

岩堀 

JAあいち三河 
幸田支店 

本
屋 

ココです 

岡崎幸田線 

夜間急病 
診療所 

 

岡崎　● 
商工会議所 

● 
岡崎警察署 

甲
山
会
館 

篭田公園 

R1

市民会館 

 

● 

● 

● ★看板 

歯科医師会 
緊急医療センター 

※保険証をお持ちください。 
※都合により当直医を変更することもありますので、救急医療情報センター（�２１―１１３３）
または幸田町テレホンサービス（�０１２０―３７８９８１）までご確認ください。 

※夜間の内科・小児科・外科は岡崎市医師会公衆衛生
センター夜間急病診療所（岡崎市竜美西１―９―１ 

　�５２―１９０６）で毎日診療します。 
　受付時間　午後７時３０分～１０時３０分 
　診療時間　午後８時～１１時 

 

歯科の休日・ 
夜間緊急診療 

　　　　　●診療場所 

　岡崎歯科医師会緊急医療センター 
　岡崎市六供町三本松１８ 
　岡崎歯科医師会隣　 
　�２１―８０００ 
　岡崎医師会 ： �２１―０５０１ 

　　　●日曜日・祝日の診療 

　受付時間　午前９時～１１時３０分 
　　　　　　午後１時～  ３時３０分 

　　　●平日夜間（月～土）の診療 

　受付時間　午後７時３０分～１０時３０分 

 

�4月21日 
　　（日） 

�4月28日 
　　（日） 

�4月29日 
　　（月） 

�5月3日 
　　（金） 

�5月4日 
　　（土） 

�5月5日 
　　（日） 

�5月6日 
　　（月） 

�5月12日 
　　（日） 

5月 
4月 

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土  

   1 � � 4 
5 � � 8 � � � 
� � � � 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土  

 1 2 3 � � 6 
7 � � 10 � � � 
� � � � 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30

29 � � 

内科または小児科 志貴医院 上六名 �５３・１４８５ 
外　科 むらかみ整形外科 幸田・高力 �６３・２３６６ 
産婦人科 救急医療情報センターへ問合せ 
皮泌科 中西泌尿器科皮フ科医院 六名本 �５８・６７１１ 
耳鼻咽喉科 水上眼科耳鼻咽喉科 暮　戸 �３３・２１１１ 
眼　科 水上眼科耳鼻咽喉科 暮　戸 �３３・２１１１ 
内科または小児科 玄クリニック 　柱 �５８・３０８０ 
外　科 岡崎南病院 羽根東 �５１・５４３４ 
産婦人科 せきやクリニック 鴨　田 �２６・０３０３ 
皮泌科 岡崎南病院 羽根東 �５１・５４３４ 
耳鼻咽喉科 うえじ耳鼻咽喉科 上　地 �５４・２８３３ 
眼　科 足立眼科 井　田 �２２・０２１９ 
内科または小児科 玉木内科 江　口 �５５・８８８２ 
外　科 クリニックさいとう 伝馬3 �２１・０５５５ 
産婦人科 レディースクリニックANDO産婦人科 赤　渋 �５７・８７７７ 
皮膚科 須田クリニック 鴨田本 �２３・８０１１ 
耳鼻咽喉科 黒田耳鼻咽喉科医院 羽　根 �５２・０４５３ 
眼　科 みやした眼科 明大寺 �５７・８１６６ 
内科または小児科 柿沼クリニック 赤　渋 �５８・２７２７ 
外　科 宇野整形外科 緑　丘 �５４・３１６１ 
産婦人科 幸田産婦人科 幸　田 �６２・８６７５ 
皮膚科 酒井皮ふ科 矢　作 �３２・９９２９ 
耳鼻咽喉科 康生医院 康生南 �２１・１３４０ 
眼　科 足立眼科 井　田 �２２・０２１９ 
内科または小児科 恒川内科クリニック 上　地 �５７・８０８０ 
外　科 おおくぼ整形外科 美　合 �５５・８６８６ 
産婦人科 レディースクリニックANDO産婦人科 赤　渋 �５７・８７７７ 
皮泌科 みしま医院 康生南 �２１・１６４８ 
耳鼻咽喉科 島田耳鼻咽喉科 伝馬1 �２１・３３８７ 
眼　科 みやした眼科 明大寺 �５７・８１６６ 
内科または小児科 幸田中央クリニック 幸田・高力 �５６・８２００ 
外　科 管外科胃腸科 美　合 �５３・２２６６ 
産婦人科 吉村医院 　柱 �５１・１８９５ 
皮膚科 こうた皮フ科クリニック 幸田・大草 �５６・１３１１ 
耳鼻咽喉科 山本耳鼻咽喉科 連尺1 �２１・０３５９ 
眼　科 佐野眼科医院 門前1 �２１・４９０９ 
内科または小児科 葵セントラル病院 中　田 �５３・７８１５ 
外　科 長野整形形成外科病院 明大寺 �２５・３８８８ 
産婦人科 加藤産婦人科病院 明大寺本 �２１・３２５１ 
皮膚科 亀井皮膚科 羽　根 �５３・１１２８ 
耳鼻咽喉科 耳鼻いんこう科嶋田医院 鴨田南 �２４・６５５５ 
眼　科 桐渕眼科 唐沢1 �２２・１２９１ 
内科または小児科 日高医院 幸田・深溝 �６３・１１５５ 
外　科 岸本外科医院 八幡3 �２２・０９２６ 
産婦人科 救急医療情報センターへ問合せ 
皮泌科 松下医院 明大寺 �５１・５０９４ 
耳鼻咽喉科 松下医院 明大寺 �５１・５０９４ 
眼　科 佐野眼科医院 門前1 �２１・４９０９ 

�２１・１１３３ 

�２１・１１３３ 
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M a yA p r i l

5月 
4月 

※13年度分の保険料を14年5月以降に納入する場合は、岡崎社会保険事務所にお問い合わせください。なお、14年度分
からは、保険料を社会保険庁に納めていただくことになります。社会保険庁の納付案内書で納めた領収書が年末調整や
確定申告に必要になりますので、大切に保管してください。 
問合せ　住民児童課国保年金係　�62－1111(内線114)、岡崎社会保険事務所　�23－2511

�国民年金事務が変わります 

行政相談（福祉サービスセンター９：００） 
春の巡回わくわくあそびランド（町民会館センタープラザ１０：００） 
パパママ教室（保健センター １０：００） 
 

レディースバドミントン大会（中央小学校体育館９：００） 
ユニバーサルホッケー指導者講習会（勤労者体育センター９：００） 
卓球教室開講（幸田中学校卓球場１９：００） 
 

町長対話サロン（役場1階サロン１０：００） 

国際交流協会設立10周年記念講演会（町民会館１４：３０） 

ふれあい歩け歩け運動（町民会館センタープラザ８：３０） 

春の巡回わくわくあそびランド（深溝保育園１０：００） 
 

春の巡回わくわくあそびランド（幸田保育園１０：００） 
 
緑化木無料配布（役場玄関前９：００） 
春の巡回わくわくあそびランド（坂崎保育園１０：００） 
 

みどりの日 

介護保険被保険者証交付説明会（保健センター１０：００） 

憲法記念日 
中学生以下プール無料開放（～5日、町民プール） 
 
国民の休日 

子どもの日 

振替休日 

わくわくあそびランド（わしだ保育園１０：００） 
 

ソフトテニス教室開講（文化公園テニスコート９：３０） 
中国気功講座開講（鷲田公民館１３：３０） 
 町長対話サロン（役場1階サロン１０：００） 
わくわくあそびランド（菱池保育園１０：００） 
 行政相談（福祉サービスセンター９：００） 
パパママ教室（保健センター １３：００） 
 

健康体操講座開講（芦谷公民館１３：３０） 
親子ふれあいひろば「コアラグループ」開講（さくら会館１０：３０） 

法律相談（役場301 １３：００） 
親子ふれあいひろば「パンダグループ」開講（さくら会館１０：３０） 
 

�毎月第2・第4火曜日（午前１０時～正午）に町長対話サロンを開催。町長と直接話ができます。 

4月１日から国民年金事務が次のように変わります。 
◆納付通知書を利用している場合 

社会保険庁 

幸田町 

5 月 以 降 4　　月 

13年度分（13年4月分～14年3月分） 
幸田町発行の納 
付通知書で納付 町指定金融機関 

14年度分（14年4月分～） 社会保険庁発行の納付案内書で納付 全国の金融機関や郵便局 

納付する保険料の年度  
取扱窓口 納　付　時　期 

納　　付　　先 
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毎月1日発行 
〒444ｰ0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1 

�（0564）62ｰ1111 
幸田町ホームページ�http://www.town.kota.aichi.jp 

Eメール�kota@town.kota.aichi.jp

発行�幸田町　編集�総務部企画情報課 

古紙配合率100％再生紙を使用 環境にやさしい大豆インキを使用 

夢のある 心のか
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う
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ち

第4
回 

■期間　4月1日(月)～4月15日(月) 
■会場　幸田文化公園 

祭り期間中の行事予定

●茶席／4月1日(月)～10日(水)
●琴／1日(月)、6日(土)、7日(日)
●三河万歳／6日(土)、13日(土)
●民謡・歌謡／14日(日)
●和太鼓／1日(月)、8日(月)
●詩吟／7日(日)、10日(水)
●日舞／5日(金)、12日(金)
●こどもビンゴ大会／7日(日)、14日(日)
●写真・短歌・俳句コンクール／

まつり期間中
●写真・短歌・俳句・ちぎり絵展示／

まつり期間中
＊開催時間は行事により異なります。行事予定

は、開花状況により変更することもあります。

◆まつり期間中は大変混雑しますので、公共交通
機関を利用されるか、お車の場合はできるだけ
乗り合わせてお越しください。

◆開花状況は幸田町ホームページで確認できます。
◆問合せ 幸田しだれ桜まつり実行委員会事務局

：産業課内　 62－1111(内線211)

幸
田
駅 

鍛
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化
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新幹線 

役場● 
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